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１ 市民アンケート調査 

（１）調査の目的 

本調査は、令和５年度～令和９年度を期間とする「海津市地域福祉推進計画」策定の基礎資料とし

て、本市の地域福祉を取り巻く現状や課題を把握することを目的に実施したものです。 

 

（２）調査対象・配付・回収等 

調査対象 市内にお住まいの 18歳以上の市民 

調査期間 令和 3年 10月 

調査数 2,000票 

有効回収数・率 897票（44.9％） 

 

（３）留意点 

⚫ 設問のなかには前問に答えた人のみが回答する「限定設問」があり、その設問においては表中の

回答者数が全体より少なくなっています。 

⚫ 設問には１つのみ答える単数回答（SA）と、複数回答（MA）があり、複数回答の設問では表記の

割合の合計が100％を超えます。 

⚫ 図表中のn（number of cases）は、回答者数を表します。 

⚫ 図表中の割合は、選択肢ごとにnを基数とした百分率で表し、小数第二位で四捨五入しているた

め、その割合の合計と一致しない場合があります。 

⚫ グラフ中の複数回答における無回答について省略している場合があります。 

⚫ 各設問の選択肢等について、意味を損なわない範囲で表現を簡略化している場合があります。 

⚫ 設問によっては、特定の属性（年齢や居住地区等）の傾向をみるために、属性別の集計（クロス集

計）をしています。本報告書に掲載しているものは、すべての属性別の集計の中から、比較的重要

度の高いものや、特徴ある傾向がみられたものを抽出したものです。 

⚫ 前回調査（平成29年実施）と同様の設問については、比較を行っています。回答者数が異なるこ

とから、前回調査については割合のみを掲載しています。 
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男性
42.9%

女性
56.0%

無回答
1.1%

18歳・19歳

1.3% 20歳～29歳

6.6%

30歳～39歳

8.1%

40歳～49歳

15.6%

50歳～64歳

30.9%

65歳～74歳

36.7%

75歳以上

0.2%

無回答

0.6%

（４）調査結果 

回答者の属性 

問１ あなたの性別はどちらですか。（SA） 

⚫ 回答者は女性の方が多くなっています。前回調査と男女比は大差ありません。 

No. 

  

今回調査 
前回調査 

(ｎ＝660) 

数 % ％ 

1 男性 385 42.9% 44.7% 

2 女性 502 56.0% 54.8% 

  無回答 10 1.1% 0.5% 

  全体 897 100.0% 100.0% 

 

問２ あなたの年齢は、何歳ですか。※令和３年９月１日現在満年齢（SA） 

⚫ 回答者は50歳以上が半分以上を占めています。前回調査と年齢構成は大差ありません。 

No. 

  

今回調査 
前回調査 

(ｎ＝660) 

数 % % 

1 18歳・19歳 12 1.3% 0.5% 

2 20歳から 29歳まで 59 6.6% 5.0% 

3 30歳から 39歳まで 73 8.1% 10.8% 

4 40歳から 49歳まで 140 15.6% 12.7% 

5 50歳から 64歳まで 277 30.9% 
71.1% 

6 65歳以上 331 36.9% 

  無回答 5 0.6% 0.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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高須
15.3%

吉里
5.2%

東江
6.4%

大江
3.7%

西江
5.5%今尾

12.9%
海西
8.6%

下多度
5.9%

城山
17.2%

石津
18.6%

無回答
0.8%

問３ あなたは、現在どの地域（小学校区）にお住まいですか。（SA） 

⚫ 回答者の居住地区は、実人口比と同程度となっています。前回調査と居住地区の割合は大差あり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 

  

今回調査 
前回調査 

(n=660) 

住民基本台帳 

(R3.9.30) 

数 % % %（人口比） 

1 高須 137 15.3% 16.8% 17.4% 

2 吉里 47 5.2% 4.4% 5.0% 

3 東江 57 6.4% 4.7% 5.1% 

4 大江 33 3.7% 4.5% 4.7% 

5 西江 49 5.5% 5.5% 4.8% 

6 今尾 116 12.9% 13.3% 13.1% 

7 海西 77 8.6% 7.9% 7.6% 

8 下多度 53 5.9% 5.5% 5.9% 

9 城山 154 17.2% 17.0% 16.0% 

10 石津 167 18.6% 19.5% 20.7% 

  無回答 7 0.8% 0.9% 0.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 100.0% 
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ひとり暮らし
5.7%

夫婦のみ
24.0%

二世代家族

（親と子）
45.4%

三世代家族（親

と子と孫）
20.4%

兄弟や姉妹と同居
0.9%

友人や知人と同居
0.0%

その他
2.8%

無回答
0.9%

問４ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（SA） 

⚫ 回答者は二世代家族が多くなっています。前回調査と家族構成は大差ありません。 

No. 

  

今回調査 
前回調査 

(ｎ＝660) 

数 % % 

1 ひとり暮らし 51 5.7% 4.4% 

2 夫婦のみ 215 24.0% 25.0% 

3 二世代家族（親と子） 407 45.4% 44.1% 

4 三世代家族（親と子と孫） 183 20.4% 22.1% 

5 兄弟や姉妹と同居 8 0.9% 0.2% 

6 友人や知人と同居 0 0.0% 0.2% 

7 その他 25 2.8% 4.1% 

  無回答 8 0.9% 0.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】海津市の世帯の状況 

⚫ 国勢調査によれば、海津市の一般世帯※に占める三世代世帯の割合は、減少傾向にあるものの、

令和2年においてまだ国・県よりも高水準にあります。アンケート調査では三世代世帯が多くはみ

えませんが、他地域と比較すると海津市は三世代世帯の多い特徴があるといえます。 

 

 ■三世代世帯数の推移と県・全国値との比較 

 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 

海津市 岐阜県 全国 

三世代世帯数 3,049  2,668  2,180  1,712    

一般世帯にしめる割合 27.0% 22.9% 19.0% 14.8% 8.2% 4.2% 

 資料：国勢調査（各年 10 月１日） 

 

※一般世帯とは、登録上の住所ではなく、実際にそこに住んでいる世帯。住民として地域に居住する世帯に加

え、寮で生活する方や施設入所されている方等を世帯として加えたもの。 
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生まれたときから

住んでいる
40.8%

Ｕターンしてきた
10.1%

海津市出身ではない

が、転入してきた
36.3%

無回答
12.7%

1年未満
0.7%

1～5年未満
2.6% 5～10年未満

3.6%

10～20年未満
7.6%

20年以上
70.9%

無回答
14.7%

問５ あなたのお住まいはどのような形態ですか。（SA） 

⚫ 回答者は持ち家が多くなっています。前回調査と住居形態は大差ありません。 

 

 

問６ あなたは海津市（旧海津郡含む）に住んで何年（通算）になりますか。（SA） 

⚫ 回答者は生まれたときから住んでいる方が最も多く、次いで転入者が多くなっています。 

■居住歴 

No.   数 % 

1 
生まれたときから住

んでいる 
366 40.8% 

2 Ｕターンしてきた 91 10.1% 

3 
海津市出身ではない

が、転入してきた 
326 36.3% 

  無回答 114 12.7% 

  全体 897 100.0% 

■年数 

No.   数 % 

1 １年未満 6 0.7% 

2 １～５年未満 23 2.6% 

3 ５～10年未満 32 3.6% 

4 10～20年未満 68 7.6% 

5 20年以上 636 70.9% 

  無回答 132 14.7% 

  全体 897 100.0% 

 

 

 

No. 

  

今回調査 
前回調査 

(ｎ＝660) 

数 % % 

1 持ち家（一戸建て） 849 94.6% 97.0% 

2 民間の賃貸住宅（一戸建て） 5 0.6% 0.6% 

3 
民間の賃貸住宅（マンション

等の集合住宅） 
25 2.8% 1.4% 

4 市営住宅・公営住宅 11 1.2% 0.3% 

5 その他 2 0.2% 0.8% 

  無回答 5 0.6% 0.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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いる
18.8%

いない
80.2%

無回答
1.0%

問７ あなたやご家族には、介護・介助を必要とする方がいますか。（SA） 

⚫ 「いない」（80.2%）が最も高く、前回調査と大差ありません。 

No. 

  

今回調査 
前回調査 

(ｎ＝660) 

数 % % 

1 いる 169 18.8% 19.1% 

2 いない 719 80.2% 80.0% 

  無回答 9 1.0% 0.9% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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85.7%

29.3%

13.6%

37.8%

1.7%
5.7%

1.9% 2.0%

12.7%

5.5%

19.1%

2.9% 2.5%

0%

20%

40%

60%

80%

家
族

親
戚

近
所
の
人

友
人
・知
人

学
校
の
先
生
・恩
師

区
・自
治
会
等
の
役
員

民
生
委
員
・児
童
委
員

行
政
相
談
委
員
・人
権
擁
護
委
員

医
療
機
関
（医
師
・看
護
師
等
）

社
会
福
祉
法
人
等
の
民
間
団
体

（社
会
福
祉
協
議
会
等
）

行
政
（市
役
所
の
担
当
課
や
相
談
窓
口
等
）

そ
の
他

相
談
で
き
る
人
は
い
な
い

地域との関わりについて 

問８ あなたは生活する上で困ったとき、誰に相談しますか。又は相談しましたか。（MA）  

⚫ 「家族」（85.7％）が最も高く、「友人・知人」（37.8％）、「親戚」（29.3％）と続きます。また、

2.5％が「相談できる人はいない」と回答しています。 

No.   数 % 

1 家族 769 85.7% 

2 親戚 263 29.3% 

3 近所の人 122 13.6% 

4 友人・知人 339 37.8% 

5 学校の先生・恩師 15 1.7% 

6 区・自治会等の役員 51 5.7% 

7 民生委員・児童委員 17 1.9% 

8 行政相談委員・人権擁護委員 18 2.0% 

9 医療機関（医師・看護師等） 114 12.7% 

10 社会福祉法人等の民間団体（社会福祉協議会等） 49 5.5% 

11 行政（市役所の担当課や相談窓口等） 171 19.1% 

12 その他 26 2.9% 

13 相談できる人はいない 22 2.5% 

  無回答 7 0.8% 

  全体 897 - 
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3.3% 

1.1%

15.5% 

10.5%

40.0% 

38.8%

37.7% 

44.1%

1.8% 

2.6%

0.9% 

1.3%

0.5% 

0.6%

0.3% 

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

家族同様の付き合い

よく行き来はするが、家庭の中までは立ち入らない

顔をあわせれば立ち話をする程度

顔をあわせれば挨拶する程度

近所付き合いはしない

隣近所にどんな人が住んでいるかわからない

その他

無回答

問９ あなたは、普段近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（SA） 

⚫ 「顔をあわせれば挨拶をする程度」（44.1％）が最も高く、「顔をあわせれば立ち話をする程度」

（38.8％）と続きます。前回調査と比較すると、「よく行き来はするが、家庭の中までは立ち入らな

い」割合がやや低下し、「顔をあわせれば挨拶をする程度」割合がやや上昇しています。 

⚫ 前回調査と比較すると、全体として近所付き合いは疎遠になっているといえます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 
特に用事がなくても行き来し、世話をしたりする家

族同様の付き合い 
10 1.1% 3.3%  

2 よく行き来はするが、家庭の中までは立ち入らない 94 10.5% 15.5%  

3 顔をあわせれば立ち話をする程度 348 38.8% 40.0%  

4 顔をあわせれば挨拶する程度 396 44.1% 37.7%  

5 近所付き合いはしない 23 2.6% 1.8%  

6 隣近所にどんな人が住んでいるかわからない 12 1.3% 0.9%  

7 その他 5 0.6% 0.5%  

  無回答 9 1.0% 0.3%  

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■性別（問１）結果 

⚫ 割合が高い項目は、男性では「顔をあわせれば挨拶する程度」となっていますが、女性では「顔を

あわせれば立ち話をする程度」と「顔をあわせれば挨拶する程度」が同程度となっています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 49歳までの年代では「顔をあわせれば挨拶する程度」と回答した割合が最も高くなっています

が、50歳～64歳では「顔をあわせれば立ち話をする程度」と「顔をあわせれば挨拶する程度」が

概ね同程度、65歳以上では「顔をあわせれば立ち話をする程度」を回答した割合が最も高くなっ

ています。また、29歳以下の年代では「近所付き合いはしない」と回答した割合が10％を超え、他

の年代よりも高くなっています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 東江、今尾、海西、城山、石津では「顔をあわせれば挨拶する程度」と回答した割合が最も高くな

っていますが、吉里、西江、下多津では「顔をあわせれば挨拶する程度」と「顔をあわせれば立ち

話をする程度」が概ね同程度、高須、大江では「顔をあわせれば立ち話をする程度」を回答した

割合が最も高くなっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ 二世代家族では「顔をあわせれば挨拶する程度」と回答した割合が最も高くなっていますが、ひと

り暮らし、夫婦のみ、三世代家族では「顔をあわせれば立ち話をする程度」を回答した割合が最も

高くなっています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」、「Ｕターンしてきた」では「顔をあわせれば挨拶する程度」と回答

した割合が最も高くなっていますが、「海津市出身ではないが、転入してきた」では「顔をあわせれ

ば挨拶する程度」と「顔をあわせれば立ち話をする程度」が概ね同程度となっています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ 20年未満では「顔をあわせれば挨拶する程度」と回答した割合が最も高くなっていますが、20年

以上では「顔をあわせれば立ち話をする程度」を回答した割合が最も高くなっています。 
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回
答
者
数 

特
に
用
事
が
な
く
て
も
行
き
来
し
、 

世
話
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し
た
り
す
る
家
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同
様
の
付
き
合
い 
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す
る
が
、 

家
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い 

顔
を
あ
わ
せ
れ
ば
立
ち
話
を
す
る
程
度 

顔
を
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す
る
程
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し
な
い 

隣
近
所
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ど
ん
な
人
が
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で
い
る
か 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 897 1.1% 10.5% 38.8% 44.1% 2.6% 1.3% 0.6% 1.0% 

性

別 
男性 385 1.3% 8.3% 37.7% 46.5% 3.1% 1.6% 1.0% 0.5% 

女性 502 1.0% 12.2% 40.2% 41.8% 2.2% 1.2% 0.2% 1.2% 

年

代

別 

29歳以下 71 0.0% 0.0% 8.5% 71.8% 14.1% 4.2% 1.4% 0.0% 

30歳～39歳 73 0.0% 1.4% 16.4% 72.6% 5.5% 4.1% 0.0% 0.0% 

40歳～49歳 140 0.0% 2.1% 25.0% 66.4% 2.9% 1.4% 0.7% 1.4% 

50歳～64歳 277 0.4% 6.9% 46.2% 43.3% 1.1% 1.1% 0.4% 0.7% 

65歳以上 331 2.7% 21.1% 50.2% 23.3% 0.6% 0.3% 0.6% 1.2% 

地

区

別 

高須 137 0.7% 8.8% 46.0% 38.7% 1.5% 1.5% 1.5% 1.5% 

吉里 47 0.0% 14.9% 40.4% 36.2% 6.4% 0.0% 0.0% 2.1% 

東江 57 0.0% 8.8% 38.6% 47.4% 3.5% 0.0% 0.0% 1.8% 

大江 33 0.0% 6.1% 45.5% 36.4% 6.1% 3.0% 3.0% 0.0% 

西江 49 0.0% 18.4% 38.8% 36.7% 4.1% 2.0% 0.0% 0.0% 

今尾 116 2.6% 8.6% 34.5% 50.9% 1.7% 1.7% 0.0% 0.0% 

海西 77 0.0% 7.8% 33.8% 46.8% 5.2% 3.9% 1.3% 1.3% 

下多度 53 3.8% 7.5% 45.3% 41.5% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 

城山 154 1.3% 14.3% 38.3% 44.2% 0.6% 0.6% 0.0% 0.6% 

石津 167 1.2% 9.6% 34.7% 49.1% 2.4% 1.2% 0.6% 1.2% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮らし 51 2.0% 15.7% 39.2% 33.3% 3.9% 5.9% 0.0% 0.0% 

夫婦のみ 215 1.9% 16.7% 42.8% 35.3% 1.4% 0.5% 0.0% 1.4% 

二世代家族 407 0.5% 6.9% 35.6% 51.4% 3.2% 1.2% 0.5% 0.7% 

三世代家族 183 1.6% 10.4% 44.3% 38.8% 1.6% 1.1% 0.5% 1.6% 

兄弟や姉妹と同居 8 0.0% 12.5% 12.5% 62.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 0.0% 4.0% 24.0% 56.0% 4.0% 4.0% 8.0% 0.0% 

居

住

歴

別 

生まれたときか

ら 
366 1.1% 10.4% 36.9% 44.3% 4.4% 0.8% 0.8% 1.4% 

Ｕターン 91 1.1% 3.3% 31.9% 59.3% 2.2% 1.1% 1.1% 0.0% 

転入してきた 326 0.3% 12.0% 42.6% 42.0% 0.9% 1.5% 0.0% 0.6% 

居

住

年

数

別 

5年未満 29 0.0% 3.4% 10.3% 82.8% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 

5～10 年未満 32 0.0% 3.1% 15.6% 71.9% 3.1% 6.3% 0.0% 0.0% 

10～20年未満 68 0.0% 4.4% 25.0% 67.6% 0.0% 0.0% 1.5% 1.5% 

20年以上 636 1.1% 10.8% 43.9% 38.7% 2.8% 1.1% 0.6% 0.9% 
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26.7% 

24.4%

14.7% 

13.0%

31.2% 

30.3%

2.9% 

3.8%

12.0% 

15.4%

2.3% 

2.0%

9.1% 

9.9%

1.2% 

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

近所に住む者として、できる範囲で支援したい

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない

支援は市役所などが行う仕事なので、近所の者がしなくてもよい

余計なお世話になってしまうので、支援はしない

その他

わからない

無回答

問 10 あなたは、近所に住んでいる、何らかの支援を必要としている方（ひとり暮らし
の高齢者・介護をしている家族、子育て中の家族等）への支援（日常生活上の手

助け・お手伝い）について、最も近い考えはどれですか。（SA） 

⚫ 「支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない」（30.3％）が最も高く、「近所に住む

者として、できる範囲で支援したい」（24.4％）と続きます。前回調査と比較すると、傾向に顕著な

差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 近所に住む者として、できる範囲で支援したい 219 24.4% 26.7%  

2 支援をしたいが、何をすればいいのかわからない 117 13.0% 14.7%  

3 
支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕が

ない 
272 30.3% 31.2%  

4 
支援は市役所などが行う仕事なので、近所の者がし

なくてもよい 
34 3.8% 2.9%  

5 余計なお世話になってしまうので、支援はしない 138 15.4% 12.0%  

6 その他 18 2.0% 2.3%  

7 わからない 89 9.9% 9.1%  

  無回答 10 1.1% 1.2%  

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■年代別（問２）結果 

⚫ 割合が高い項目は、64歳までの年代では「支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕が

ない」、65歳以上では「近所に住む者として、できる範囲で支援したい」となっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ 割合が高い項目は、いずれも「支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない」となって

います。 

  
 

回
答
者
数 

近
所
に
住
む
者
と
し
て
、
で
き
る
範
囲
で

支
援
し
た
い 

支
援
を
し
た
い
が
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い 

支
援
を
し
た
い
が
、
自
分
の
こ
と
で
精
一

杯
で
そ
の
余
裕
が
な
い 

支
援
は
市
役
所
な
ど
が
行
う
仕
事
な
の

で
、
近
所
の
者
が
し
な
く
て
も
よ
い 

余
計
な
お
世
話
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

支
援
は
し
な
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 24.4% 13.0% 30.3% 3.8% 15.4% 2.0% 9.9% 1.1% 

年

代

別 

29歳以下 71 8.5% 14.1% 29.6% 5.6% 15.5% 0.0% 26.8% 0.0% 

30歳～39歳 73 11.0% 15.1% 39.7% 2.7% 19.2% 1.4% 11.0% 0.0% 

40歳～49歳 140 15.7% 13.6% 30.7% 7.9% 18.6% 1.4% 11.4% 0.7% 

50歳～64歳 277 23.8% 13.7% 28.5% 4.3% 18.1% 1.8% 9.0% 0.7% 

65歳以上 331 35.0% 11.8% 29.6% 1.5% 10.9% 3.0% 6.3% 1.8% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮らし 51 23.5% 9.8% 37.3% 3.9% 15.7% 3.9% 5.9% 0.0% 

夫婦のみ 215 24.7% 13.0% 27.9% 2.8% 17.2% 2.3% 10.2% 1.9% 

二世代家族 407 25.1% 12.5% 31.4% 4.4% 14.5% 1.0% 10.3% 0.7% 

三世代家族 183 25.1% 15.8% 26.2% 3.8% 14.2% 2.2% 10.9% 1.6% 

兄弟や姉妹と同居 8 25.0% 12.5% 37.5% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 12.0% 4.0% 48.0% 0.0% 28.0% 8.0% 0.0% 0.0% 
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39.1%

12.0% 14.0%

42.8%

26.6%

15.6%

24.4%
19.3%

15.7%
7.9%

3.2%

46.8%

8.6%

14.9% 17.9%

42.1%

1.1% 6.9%

1.2%

0%

20%

40%

60%

安
否
確
認
の
声
か
け

話
し
相
手

悩
み
ご
と
の
相
談

生
活
必
需
品
な
ど
の
買
い
物

ゴ
ミ
出
し

日
常
の
掃
除
・洗
濯

家
周
り
の
掃
除
・草
取
り

食
事
の
し
た
く
・調
理

簡
単
な
力
仕
事

介
護
・子
育
て
の
相
談

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か
り

病
院
な
ど
へ
の
送
迎

外
出
時
等
の
付
き
添
い

市
役
所
の
書
類
な
ど
の
作
成
支

援

生
活
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と

地
震
な
ど
災
害
時
の
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

問 11 あなたは、現在もしくは将来的に日常生活が不自由になったとき、地域でどのよ
うな手助けをしてほしいと思いますか。（MA） 

⚫ 「病院などへの送迎」（46.8％）が最も高く、「生活必需品などの買い物」（42.8％）、「地震など

災害時の支援」（42.1％）と続きます。 

  数 % 

安否確認の声かけ 351 39.1% 

話し相手 108 12.0% 

悩みごとの相談 126 14.0% 

生活必需品などの買い物 384 42.8% 

ゴミ出し 239 26.6% 

日常の掃除・洗濯 140 15.6% 

家周りの掃除・草取り 219 24.4% 

食事のしたく・調理 173 19.3% 

簡単な力仕事 141 15.7% 

介護・子育ての相談 71 7.9% 

短時間の子どもの預かり 29 3.2% 

病院などへの送迎 420 46.8% 

外出時等の付き添い 77 8.6% 

市役所の書類などの作成支援 134 14.9% 

生活に必要な情報を得ること 161 17.9% 

地震など災害時の支援 378 42.1% 

その他 10 1.1% 

特にない  62 6.9% 

無回答 11 1.2% 

全体 897 - 
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■年代別（問２）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、49歳までの年代では「地震など災害時の支援」、50歳以上では「病院

などへの送迎」となっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、ひとり暮らしでは「安否確認の声かけ」、「生活必需品などの買い物」、

夫婦のみ、二世帯家族では「病院などへの送迎」、三世代家族では「地震など災害時の支援」と

なっています。 

  
 

回
答
者
数 

安
否
確
認
の
声

か
け 

話
し
相
手 

悩
み
ご
と
の
相

談 

生
活
必
需
品
な

ど
の
買
い
物 

ゴ
ミ
出
し 

日
常
の
掃
除
・

洗
濯 

家
周
り
の
掃

除
・
草
取
り 

食
事
の
し
た

く
・
調
理 

簡
単
な
力
仕
事 

介
護
・
子
育
て

の
相
談 

  全体 897 39.1% 12.0% 14.0% 42.8% 26.6% 15.6% 24.4% 19.3% 15.7% 7.9% 

年
代
別 

29歳以下 71 32.4% 12.7% 12.7% 35.2% 21.1% 14.1% 4.2% 8.5% 15.5% 14.1% 

30歳～39歳 73 32.9% 12.3% 20.5% 39.7% 23.3% 26.0% 16.4% 21.9% 17.8% 12.3% 

40歳～49歳 140 37.9% 11.4% 17.9% 37.9% 25.7% 17.9% 17.1% 24.3% 9.3% 11.4% 

50歳～64歳 277 38.6% 12.6% 17.3% 42.2% 28.9% 17.0% 31.0% 17.7% 18.8% 7.6% 

65歳以上 331 42.9% 11.2% 8.8% 47.4% 26.9% 11.2% 28.1% 19.9% 15.1% 4.2% 

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 51 45.1% 21.6% 15.7% 45.1% 35.3% 7.8% 33.3% 9.8% 9.8% 0.0% 

夫婦のみ 215 40.0% 6.5% 11.2% 50.7% 30.2% 15.8% 30.2% 20.5% 20.9% 2.3% 

二世代家族 407 38.3% 12.5% 16.2% 39.8% 27.3% 16.5% 23.8% 20.9% 13.3% 10.6% 

三世代家族 183 39.3% 15.3% 12.6% 39.9% 19.7% 14.2% 17.5% 16.9% 15.8% 10.4% 

兄弟や姉妹と同居 8 25.0% 0.0% 12.5% 50.0% 12.5% 37.5% 50.0% 37.5% 12.5% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 32.0% 8.0% 16.0% 36.0% 16.0% 12.0% 8.0% 8.0% 16.0% 12.0% 

 
  

 

回
答
者
数 

短
時
間
の
子

ど
も
の
預
か

り 

病
院
な
ど
へ

の
送
迎 

外
出
時
等
の

付
き
添
い 

市
役
所
の
書

類
な
ど
の
作

成
支
援 

生
活
に
必
要

な
情
報
を
得

る
こ
と 

地
震
な
ど
災

害
時
の
支
援 

そ
の
他 

特
に
な
い 

  全体 897 3.2% 46.8% 8.6% 14.9% 17.9% 42.1% 1.1% 6.9% 

年
代
別 

29歳以下 71 12.7% 38.0% 1.4% 8.5% 18.3% 49.3% 0.0% 8.5% 

30歳～39歳 73 12.3% 41.1% 13.7% 20.5% 23.3% 42.5% 1.4% 4.1% 

40歳～49歳 140 4.3% 35.0% 6.4% 17.9% 16.4% 40.0% 1.4% 10.0% 

50歳～64歳 277 0.7% 44.4% 9.7% 14.8% 18.1% 36.8% 0.4% 6.1% 

65歳以上 331 0.9% 57.1% 9.1% 14.2% 17.2% 46.5% 1.8% 6.3% 

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 51 0.0% 39.2% 11.8% 13.7% 11.8% 37.3% 2.0% 5.9% 

夫婦のみ 215 0.9% 56.3% 16.7% 15.8% 16.7% 47.9% 0.9% 6.0% 

二世代家族 407 4.4% 46.4% 16.0% 15.2% 16.0% 39.1% 0.7% 8.4% 

三世代家族 183 4.4% 42.1% 24.0% 10.9% 24.0% 47.0% 1.1% 4.9% 

兄弟や姉妹と同居 8 0.0% 25.0% 12.5% 50.0% 12.5% 37.5% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 4.0% 32.0% 28.0% 24.0% 28.0% 28.0% 8.0% 12.0% 
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6.5%

36.1%

6.7%

14.2% 12.0% 13.3%

4.7%

32.6% 32.7%

44.7%

30.9%

8.6% 11.4%

16.5%
21.1%

4.4%
1.8%

9.8%8.4%

38.8%

7.8%

15.3%

9.6%

17.1%

8.1%

27.5%

42.1% 42.6%

32.7%

8.9% 14.6%
13.2%

21.6%

7.5%
2.0% 9.5%

0%

20%

40%

60%

乳
幼
児
期
の
子
育
て

子
ど
も
の
安
全
・安
心
の
確
保

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
子
育
て

共
働
き
家
庭
の
子
ど
も
の
生
活

青
少
年
の
健
全
育
成

い
じ
め
や
子
ど
も
の
非
行

ひ
き
こ
も
り
へ
の
対
応

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ

く
り

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
支
援

老
老
介
護

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
確
保

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
や
生

き
が
い
づ
く
り

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
人
々
の
意

識
や
知
識

地
域
の
支
え
合
い
の
意
識
の
希
薄
化

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る

人
等
へ
の
虐
待

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

前回調査(n=660) 今回調査(n=897)

問 12 あなたの身近な地域には、あなたも含めた地域住民が優先的に取り組んでいきた

い課題や問題としてどのようなことがあると思いますか。（MA） 

⚫ 「老老介護」（42.6％）が最も高く、「ひとり暮らし高齢者の生活支援」（42.1％）、「子どもの安

全・安心の確保」（38.8％）と続きます。 

⚫ 前回調査と比較すると、全体的に課題感が上昇したものが多くなっていますが、特に「ひとり暮ら

し高齢者の生活支援」が上昇しています。 

No.    今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 乳幼児期の子育て 75 8.4% 6.5% 

2 子どもの安全・安心の確保 348 38.8% 36.1% 

3 母子家庭や父子家庭の子育て 70 7.8% 6.7% 

4 共働き家庭の子どもの生活 137 15.3% 14.2% 

5 青少年の健全育成 86 9.6% 12.0% 

6 いじめや子どもの非行 153 17.1% 13.3% 

7 ひきこもりへの対応 73 8.1% 4.7% 

8 高齢者の社会参加や生きがいづくり 247 27.5% 32.6% 

9 ひとり暮らし高齢者の生活支援 378 42.1% 32.7% 

10 老老介護 382 42.6% 44.7% 

11 高齢者の見守り体制の確保 293 32.7% 30.9% 

12 障がいのある人の社会参加や生きがいづくり 80 8.9% 8.6% 

13 障がいのある人への生活支援 131 14.6% 11.4% 

14 健康づくりについての人々の意識や知識 118 13.2% 16.5% 

15 地域の支え合いの意識の希薄化 194 21.6% 21.1% 

16 子どもや高齢者、障がいのある人等への虐待 67 7.5% 4.4% 

17 その他 18 2.0% 1.8% 

18 わからない 85 9.5% 9.8% 

  無回答 16 1.8% 2.1% 

  全体 897 - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



16 

■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに「子どもの安全・安心の確保」、「ひとり暮らし高齢者の生活支援」、「老老介護」の割

合が高く、約４割が回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、49歳以下では「子どもの安全・安心の確保」、50歳以上では「ひとり暮

らし高齢者の生活支援」となっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、ひとり暮らしでは「ひとり暮らし高齢者の生活支援」、夫婦のみ、二世帯

家族では「老老介護」、三世代家族では「子どもの安全・安心の確保」となっています。それぞれ

の家族構成に応じた課題感となっています。 

   

 

回
答
者
数 

乳
幼
児
期
の
子
育
て 

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の

確
保 

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の

子
育
て 

共
働
き
家
庭
の
子
ど
も
の

生
活 

青
少
年
の
健
全
育
成 

い
じ
め
や
子
ど
も
の
非
行 

ひ
き
こ
も
り
へ
の
対
応 

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生

き
が
い
づ
く
り 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

生
活
支
援 

  全体 897 8.4% 38.8% 7.8% 15.3% 9.6% 17.1% 8.1% 27.5% 42.1% 

性
別 

男性 385 8.1% 40.0% 9.1% 14.8% 12.5% 17.7% 10.1% 26.2% 38.4% 

女性 502 8.8% 38.0% 6.8% 15.7% 7.4% 16.5% 6.8% 28.3% 44.8% 

年
代
別 

29歳以下 71 25.4% 36.6% 11.3% 28.2% 4.2% 18.3% 9.9% 15.5% 29.6% 

30歳～39歳 73 17.8% 56.2% 11.0% 26.0% 6.8% 23.3% 8.2% 19.2% 30.1% 

40歳～49歳 140 15.0% 54.3% 10.0% 20.0% 13.6% 20.7% 9.3% 20.7% 36.4% 

50歳～64歳 277 6.1% 37.5% 8.3% 13.0% 9.0% 15.5% 8.7% 28.2% 47.3% 

65歳以上 331 1.8% 30.2% 5.1% 10.3% 10.0% 15.1% 6.9% 34.1% 45.6% 

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 51 11.8% 35.3% 7.8% 5.9% 11.8% 11.8% 5.9% 21.6% 39.2% 

夫婦のみ 215 2.3% 29.8% 4.7% 9.8% 5.6% 17.2% 10.7% 32.6% 49.8% 

二世代家族 407 8.1% 38.1% 9.3% 16.5% 8.6% 16.2% 7.4% 27.3% 40.3% 

三世代家族 183 14.8% 54.1% 8.2% 21.3% 15.8% 19.7% 7.1% 25.1% 38.3% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 25.0% 0.0% 12.5% 12.5% 25.0% 12.5% 12.5% 75.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 8.0% 32.0% 12.0% 16.0% 8.0% 16.0% 12.0% 20.0% 32.0% 
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回
答
者
数 

老
老
介
護 

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の

確
保 

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会

参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り 

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の 

生
活
支
援 

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の

人
々
の
意
識
や
知
識 

地
域
の
支
え
合
い
の 

意
識
の
希
薄
化 

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
人
等
へ
の
虐
待 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

  全体 897 42.6% 32.7% 8.9% 14.6% 13.2% 21.6% 7.5% 2.0% 9.5% 

性
別 

男性 385 41.0% 31.2% 9.1% 15.6% 11.2% 22.1% 6.8% 1.8% 11.7% 

女性 502 44.2% 33.5% 9.0% 13.9% 14.7% 21.3% 8.2% 2.2% 7.6% 

年
代
別 

29歳以下 71 28.2% 8.5% 5.6% 9.9% 5.6% 5.6% 12.7% 4.2% 23.9% 

30歳～39歳 73 41.1% 20.5% 8.2% 12.3% 4.1% 20.5% 8.2% 4.1% 11.0% 

40歳～49歳 140 47.9% 20.7% 8.6% 17.1% 5.7% 15.0% 6.4% 4.3% 10.7% 

50歳～64歳 277 45.1% 35.0% 10.8% 14.4% 10.8% 19.5% 8.7% 1.4% 8.3% 

65歳以上 331 42.0% 43.2% 8.5% 15.1% 22.1% 29.9% 5.7% 0.6% 6.3% 

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 51 23.5% 23.5% 11.8% 19.6% 19.6% 31.4% 5.9% 3.9% 11.8% 

夫婦のみ 215 51.2% 39.1% 10.2% 15.8% 18.6% 23.3% 5.6% 2.3% 8.4% 

二世代家族 407 42.3% 32.4% 8.1% 15.7% 12.0% 17.7% 8.6% 1.5% 11.1% 

三世代家族 183 43.7% 26.8% 8.2% 8.7% 8.7% 25.1% 7.7% 1.1% 5.5% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 37.5% 12.5% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 20.0% 28.0% 8.0% 20.0% 8.0% 16.0% 8.0% 12.0% 20.0% 

 

■「ひとり暮らし高齢者の生活支援」と回答した方の家族構成 

⚫ 「ひとり暮らしの高齢者の生活支援」を回答した方のうち、ひとり暮らしの方が占める割合は

5.3%であり、多くは夫婦のみ、二世代世帯となっています。 

 

No. 
 

数 ％ 

1 ひとり暮らし 20 5.3% 

2 夫婦のみ 107 28.3% 

3 二世代家族 164 43.4% 

4 三世代家族 70 18.5% 

5 兄弟や姉妹と同居 6 1.6% 

6 友人や知人と同居 0 0.0% 

7 その他 8 2.1% 

 無回答 3 0.8% 

 全体 378 100.0% 
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■「地域の支え合いの意識の希薄化」と回答した方のコミュニティへの意識 

⚫ 問9（近所付き合いの状況）のそれぞれの選択肢の回答者のうち、「地域の支え合いの意識の希

薄化」を回答した割合は、家族同様の付き合いをしている方よりも、よく行き来をする方や立ち話

をする程度の方のほうが高くなっています。しかし全体としては、近所付き合いが疎遠な方ほど

「地域の支え合いの意識の希薄化」への課題感は低くなっています。 

 

No. 
 

％ 

1 
特に用事がなくても行き来し、世話をしたりする家族同様
の付き合い 

10.0% 

2 よく行き来はするが、家庭の中までは立ち入らない 37.2% 

3 顔をあわせれば立ち話をする程度 29.3% 

4 顔をあわせれば挨拶する程度 13.1% 

5 近所付き合いはしない 8.7% 

6 隣近所にどんな人が住んでいるかわからない 8.3% 

7 その他 20.0% 

 

⚫ 問24（福祉の担い手は誰か）のそれぞれの選択肢の回答者のうち、「地域の支え合いの意識の

希薄化」を回答した割合は、行政と住民の協働や多様な主体との協働を回答した方において高く

なっており、地域課題の当事者意識の高い方ほど「地域の支え合いの意識の希薄化」への課題

感が高くなっています。 

 

No. 
 

％ 

1 行政が取り組むべきである 15.0% 
2 地域の住民が取り組むべきである 5.0% 

3 
行政と住民が協力し合い、役割を分担して取り組むべきで
ある 24.6% 

4 
行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係
機関等と協力して取り組むべきである 28.2% 

5 わからない 6.5% 
6 その他 33.3% 
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前回調査(n=660) 今回調査(n=897)

問 13 今後あなたが行ってみたい地域活動（地域の支え合い）はありますか。（MA） 

⚫ 「安否確認の声かけ」（38.2％）が最も高く、「地震など災害時の支援」（29.5％）、「特にない」

（24.5％）と続きます。前回調査と比較すると、特に「安否確認の声かけ」が増加しており、安否確

認の必要性の高まりを地域でも感じていることがうかがえます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 安否確認の声かけ 343 38.2% 31.4% 

2 話し相手 192 21.4% 19.7% 

3 悩みごとの相談 95 10.6% 7.7% 

4 生活必需品などの買い物 135 15.1% 8.2% 

5 ゴミ出し 92 10.3% 5.9% 

6 日常の掃除・洗濯 42 4.7% 2.3% 

7 家周りの掃除・草取り 109 12.2% 9.8% 

8 食事のしたく・調理 35 3.9% 3.8% 

9 簡単な力仕事 131 14.6% 10.5% 

10 介護・子育ての相談 56 6.2% 6.5% 

11 短時間の子どもの預かり 54 6.0% 5.9% 

12 病院などへの送迎 129 14.4% 11.1% 

13 外出時等の付き添い 49 5.5% 4.8% 

14 市役所の書類などの作成支援 73 8.1% 6.7% 

15 生活に必要な情報を得ること 98 10.9% 13.9% 

16 地震など災害時の支援 265 29.5% 28.3% 

17 その他 12 1.3% 1.1% 

18 特にない 220 24.5% 27.9% 

  無回答 20 2.2% 3.2% 

  全体 897 - - 
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■性別（問１）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、男性では「地震など災害時の支援」、女性では「安否確認の声かけ」と

なっています。また、男性は「家周りの掃除・草取り」、「簡単な力仕事」の割合が女性を大きく上

回っており、女性は「安否確認の声かけ」、「話し相手」の割合が男性を大きく上回っています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下では「特にない」が最も高く、30歳～49歳では「特にない」と「地震など災害時の支

援」が概ね同程度で高く、50歳以上では「安否確認の声かけ」が最も高くなっています。 

  
 

回
答
者
数 

安
否
確
認
の
声
か
け 

話
し
相
手 

悩
み
ご
と
の
相
談 

生
活
必
需
品
な
ど
の

買
い
物 

ゴ
ミ
出
し 

日
常
の
掃
除
・
洗
濯 

家
周
り
の
掃
除
・ 

草
取
り 

食
事
の
し
た
く
・ 

調
理 

簡
単
な
力
仕
事 

介
護
・
子
育
て
の 

相
談 

  全体 897 38.2% 21.4% 10.6% 15.1% 10.3% 4.7% 12.2% 3.9% 14.6% 6.2% 

性
別 

男性 385 30.6% 15.6% 10.1% 13.5% 9.9% 4.2% 18.2% 2.3% 27.0% 3.6% 

女性 502 44.2% 25.7% 10.8% 16.5% 10.8% 5.2% 7.8% 5.0% 5.4% 8.2% 

年
代
別 

29歳以下 71 16.9% 16.9% 5.6% 9.9% 5.6% 0.0% 4.2% 1.4% 9.9% 7.0% 

30歳～39歳 73 31.5% 13.7% 9.6% 11.0% 8.2% 4.1% 11.0% 4.1% 5.5% 13.7% 

40歳～49歳 140 30.0% 18.6% 11.4% 12.1% 9.3% 3.6% 8.6% 5.7% 15.7% 5.7% 

50歳～64歳 277 42.6% 21.7% 12.6% 16.2% 10.8% 5.8% 9.0% 3.6% 16.2% 5.1% 

65歳以上 331 44.1% 24.8% 9.7% 17.5% 11.8% 5.4% 18.4% 3.9% 16.0% 5.4% 

 

  
回
答
者
数 

短
時
間
の
子
ど
も

の
預
か
り 

病
院
な
ど
へ
の 

送
迎 

外
出
時
等
の
付
き

添
い 

市
役
所
の
書
類
な

ど
の
作
成
支
援 

生
活
に
必
要
な
情

報
を
得
る
こ
と 

地
震
な
ど
災
害
時

の
支
援 

そ
の
他 

特
に
な
い 

  全体 897 6.0% 14.4% 5.5% 8.1% 10.9% 29.5% 1.3% 24.5% 

性
別 

男性 385 4.7% 16.9% 4.9% 8.8% 13.0% 33.8% 1.3% 24.7% 

女性 502 7.2% 12.5% 6.0% 7.8% 9.4% 26.1% 1.4% 24.1% 

年
代
別 

29歳以下 71 7.0% 7.0% 2.8% 9.9% 4.2% 25.4% 1.4% 42.3% 

30歳～39歳 73 15.1% 12.3% 4.1% 8.2% 8.2% 30.1% 2.7% 27.4% 

40歳～49歳 140 6.4% 10.0% 4.3% 8.6% 9.3% 27.1% 1.4% 28.6% 

50歳～64歳 277 6.9% 12.3% 6.1% 7.2% 10.1% 28.5% 0.4% 22.7% 

65歳以上 331 3.0% 19.9% 6.3% 8.5% 14.2% 32.0% 1.8% 19.6% 
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44.2%

39.4%

28.9%

33.2%

23.3%

24.3%

3.5%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

現在参加している

現在参加していないが、過去に参加したことがある

参加したことがない

無回答

地域組織等への参加・活動状況について 

問 14 あなたは、現在、区・自治会、老人クラブ、子ども会、ＰＴＡの活動等の地域組

織活動や地域のスポーツ団体・サークル等の活動に参加していますか。（SA） 

 

⚫ 約２割が「参加したことがない」と回答しています。前回調査と比較すると、「現在参加している」

割合が低下し、「現在参加していないが、過去に参加したことがある」割合が上昇しており、地域

活動を辞める方が増加することで参加率が低下している現状がうかがえます。 

No.    今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 現在参加している  353 39.4% 44.2% 

2 現在参加していないが、過去に参加したことがある 298 33.2% 28.9% 

3 参加したことがない 218 24.3% 23.3% 

  無回答 28 3.1% 3.5% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに２割以上が「参加したことがない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 39歳以下の約４割、４０歳～49歳の約３割、50歳以上の約２割が「参加したことがない」と回答し

ています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、吉里、東江、大江、今尾、海西、下多度、城山の約２割、西江、石津の約３割が「参加したこと

がない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみ。二世代家族、三世代家族の約２割が「参加したことがない」と回答してい

ます。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」、「海津市出身ではないが、転入してきた」の約２割、「Uターンタ

ーンしてきた」の約３割が「参加したことがない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ ５年未満の約５割、５～10年未満の約４割、10年以上の約２割が「参加したことがない」と回答し

ています。 
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回
答
者
数 

現
在
参
加
し
て
い
る 

現
在
参
加
し
て
い
な

い
が
、
過
去
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る 

参
加
し
た
こ
と
が 

な
い 

無
回
答 

  全体 897 39.4% 33.2% 24.3% 3.1% 

性別 
男性 385 46.8% 25.5% 24.7% 3.1% 

女性 502 34.5% 38.4% 23.9% 3.2% 

年代別 

29歳以下 71 4.2% 50.7% 42.3% 2.8% 

30歳～39歳 73 41.1% 17.8% 41.1% 0.0% 

40歳～49歳 140 38.6% 29.3% 29.3% 2.9% 

50歳～64歳 277 45.5% 34.7% 17.7% 2.2% 

65歳以上 331 42.3% 32.6% 20.2% 4.8% 

地区別 

高須 137 45.3% 27.7% 22.6% 4.4% 

吉里 47 46.8% 29.8% 21.3% 2.1% 

東江 57 40.4% 29.8% 24.6% 5.3% 

大江 33 36.4% 42.4% 18.2% 3.0% 

西江 49 36.7% 32.7% 28.6% 2.0% 

今尾 116 40.5% 33.6% 20.7% 5.2% 

海西 77 39.0% 33.8% 24.7% 2.6% 

下多度 53 45.3% 35.8% 17.0% 1.9% 

城山 154 40.3% 31.8% 26.0% 1.9% 

石津 167 31.7% 36.5% 29.3% 2.4% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 43.1% 29.4% 25.5% 2.0% 

夫婦のみ 215 38.6% 34.0% 22.3% 5.1% 

二世代家族 407 38.8% 34.2% 24.6% 2.5% 

三世代家族 183 44.3% 32.8% 20.2% 2.7% 

兄弟や姉妹と同居 8 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 20.0% 32.0% 44.0% 4.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 39.3% 36.1% 20.2% 4.4% 

Ｕターン 91 46.2% 20.9% 31.9% 1.1% 

転入してきた 326 36.8% 35.0% 26.4% 1.8% 

居住年

数別 

5年未満 29 31.0% 13.8% 55.2% 0.0% 

5～10 年未満 32 46.9% 6.3% 43.8% 3.1% 

10～20年未満 68 36.8% 36.8% 25.0% 1.5% 

20年以上 636 39.3% 34.9% 23.0% 2.8% 
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前回調査(n=292) 今回調査(n=353)

【問 14で「１」と回答した方対象】 

問 14－１ どんな活動に参加していますか。（MA） 

⚫ 「区・自治会の活動」（69.7％）が突出して高く、「スポーツ団体・サークル等の活動」（17.3％）

と続きます。前回調査と比較すると、傾向に顕著な差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=292） 

    数 % % 

1 区・自治会の活動 246 69.7% 65.1% 

2 地域防災の活動 43 12.2% 15.4% 

3 子ども会の活動 47 13.3% 16.1% 

4 スポーツ団体・ｻｰｸﾙ等の活動 61 17.3% 26.4% 

5 ＰＴＡの活動 41 11.6% 12.7% 

6 老人クラブの活動         51 14.4% 19.9% 

7 地区社会福祉協議会の活動 43 12.2% 15.4% 

8 その他 21 5.9% 5.8% 

  無回答 6 1.7% - 

  全体 353 - - 
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前回調査(n=292) 今回調査(n=353)

【問 14で「１」と回答した方対象】 

問 14－２ どのような目的で活動していますか。（MA） 

⚫ 「役が回ってきたから」（46.5％）が最も高く、「隣近所とのふれあいを求めて」（30.9％）、「支え

合いのまちづくりを目指して」（23.8％）と続きます。前回調査と比較すると、「役が回ってきたか

ら」がやや上昇しています。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=292） 

    数 % % 

1 支え合いのまちづくりを目指して 84 23.8% 24.7% 

2 隣近所とのふれあいを求めて 109 30.9% 35.6% 

3 自分自身の勉強や意識の向上 59 16.7% 23.6% 

4 活動自体が楽しいから 41 11.6% 14.0% 

5 仲間が増えるから 57 16.1% 24.0% 

6 生きがいが感じられるから 29 8.2% 12.3% 

7 役が回ってきたから 164 46.5% 38.7% 

8 ただ何となく 27 7.6% 8.2% 

9 その他 25 7.1% 3.4% 

  無回答 13 3.7% 4.8% 

  全体 353 - - 
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20%

40%

区
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会
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い
な
い

勤
務
等
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都
合
で
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会
が
な
い

引
越
し
て
間
も
な
い

参
加
方
法
が
わ
か
ら
な
い

時
間
が
な
い

興
味
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な
い

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

知
り
合
い
が
い
な
い

い
や
な
思
い
を
し
た
く
な
い

役
が
回
っ
て
こ
な
い

役
回
り
が
終
わ
っ
た

そ
の
他

前回調査(n=345) 今回調査(n=516)

【問 14で「２」「３」と回答した方対象】 

問 14－３ 現在活動していない理由は何ですか。（MA） 

⚫ 「役回りが終わった」（27.7％）が最も高く、「時間がない」（24.8％）、「勤務等の都合で機会が

ない」（22.7％）と続きます。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=345） 

    数 % % 

1 区・自治会に入っていない 19 3.7% 2.6% 

2 勤務等の都合で機会がない 117 22.7% 22.6% 

3 引越して間もない 13 2.5% 2.3% 

4 参加方法がわからない 27 5.2% 6.4% 

5 時間がない 128 24.8% 28.1% 

6 興味がない 91 17.6% 16.2% 

7 家族の理解が得られない 3 0.6% 1.7% 

8 体調がすぐれない 68 13.2% 10.7% 

9 知り合いがいない 46 8.9% 8.4% 

10 いやな思いをしたくない 55 10.7% 9.9% 

11 役が回ってこない 37 7.2% 4.9% 

12 役回りが終わった 143 27.7% 29.0% 

13 その他 51 9.9% 7.5% 

  無回答 14 2.7% 4.9% 

  全体 516 - - 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 

8.6%

6.9%

53.9%

47.4%

15.6%

18.4%

3.6%

3.9%

16.2%

20.6%

0.9%

0.3%

1.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

隣近所 自分が住んでいる自治会

小学校区 中学校区

海津市全域 その他

無回答

問 15 あなたにとって「地域」とは、どういった範囲のことだと思いますか。（SA） 

⚫ 「自分が住んでいる自治会」（47.4％）が最も高く、「海津市全域」（20.6％）、「小学校区」

（18.4％）と続きます。前回調査と比較すると、「自分が住んでいる自治会」がやや低下していま

す。 

⚫ 全体として、市民の認識する「地域」の範囲は拡大傾向にあると考えられます。 

No.    今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 隣近所 62 6.9% 8.6% 

2 自分が住んでいる自治会 425 47.4% 53.9% 

3 小学校区 165 18.4% 15.6% 

4 中学校区 35 3.9% 3.6% 

5 海津市全域 185 20.6% 16.2% 

6 その他 3 0.3% 0.9% 

  無回答 22 2.5% 1.1% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに「自分が住んでいる自治会」が最も高くなっています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ いずれの年代層も「自分が住んでいる自治会」が最も高く、49歳以下では約４割、50歳以上で

は約５割となっています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、吉里、東江、大江、西江、今尾、海西、城山、石津では「自分が住んでいる自治会」が最も高

く、特に海西では回答者の約６割を占めています。一方、下多度では「小学校区」が最も高くなっ

ています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ いずれも「自分が住んでいる自治会」が最も高くなっています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ いずれも「自分が住んでいる自治会」が最も高くなっています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ いずれも「自分が住んでいる自治会」が最も高くなっています。 
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回
答
者
数 

隣
近
所 

自
分
が
住
ん
で
い

る
自
治
会 

小
学
校
区 

中
学
校
区 

海
津
市
全
域 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 897 6.9% 47.4% 18.4% 3.9% 20.6% 0.3% 2.5% 

性

別 
男性 385 7.5% 47.8% 17.7% 3.1% 22.1% 0.0% 1.8% 

女性 502 6.2% 47.4% 19.3% 4.6% 19.3% 0.6% 2.6% 

年

代

別 

29歳以下 71 14.1% 38.0% 19.7% 7.0% 18.3% 0.0% 2.8% 

30歳～39歳 73 11.0% 38.4% 24.7% 1.4% 24.7% 0.0% 0.0% 

40歳～49歳 140 8.6% 37.1% 21.4% 6.4% 25.0% 0.0% 1.4% 

50歳～64歳 277 4.7% 48.0% 19.5% 4.3% 20.9% 0.4% 2.2% 

65歳以上 331 5.4% 55.3% 14.8% 2.4% 18.1% 0.6% 3.3% 

地

区

別 

高須 137 5.8% 46.7% 13.1% 4.4% 25.5% 0.7% 3.6% 

吉里 47 10.6% 38.3% 29.8% 2.1% 17.0% 0.0% 2.1% 

東江 57 7.0% 50.9% 7.0% 5.3% 28.1% 0.0% 1.8% 

大江 33 0.0% 48.5% 30.3% 6.1% 15.2% 0.0% 0.0% 

西江 49 6.1% 40.8% 22.4% 0.0% 30.6% 0.0% 0.0% 

今尾 116 8.6% 45.7% 17.2% 6.9% 19.8% 0.0% 1.7% 

海西 77 6.5% 58.4% 13.0% 5.2% 10.4% 1.3% 5.2% 

下多度 53 5.7% 32.1% 39.6% 1.9% 18.9% 0.0% 1.9% 

城山 154 6.5% 46.8% 18.8% 3.2% 22.1% 0.0% 2.6% 

石津 167 7.8% 52.7% 16.8% 3.0% 17.4% 0.6% 1.8% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮らし 51 5.9% 47.1% 9.8% 5.9% 29.4% 0.0% 2.0% 

夫婦のみ 215 4.7% 54.4% 16.7% 2.3% 19.5% 0.0% 2.3% 

二世代家族 407 7.4% 45.5% 19.9% 4.2% 20.1% 0.2% 2.7% 

三世代家族 183 7.1% 46.4% 21.9% 4.9% 16.9% 0.0% 2.7% 

兄弟や姉妹と同居 8 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 62.5% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 20.0% 36.0% 8.0% 4.0% 24.0% 8.0% 0.0% 

居

住

歴

別 

生まれたときから 366 6.8% 50.0% 18.3% 5.2% 17.2% 0.3% 2.2% 

Ｕターン 91 8.8% 39.6% 22.0% 5.5% 24.2% 0.0% 0.0% 

転入してきた 326 6.4% 48.8% 17.5% 3.1% 22.1% 0.0% 2.1% 

居

住

年

数

別 

5年未満 29 13.8% 41.4% 17.2% 0.0% 27.6% 0.0% 0.0% 

5～10 年未満 32 15.6% 40.6% 21.9% 0.0% 15.6% 3.1% 3.1% 

10～20年未満 68 2.9% 41.2% 22.1% 5.9% 25.0% 0.0% 2.9% 

20年以上 636 6.3% 48.4% 17.5% 4.2% 20.8% 0.3% 2.5% 
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12.9%

10.4%

14.8%

20.2%

23.9%

23.1%

41.5%

39.5%

2.7%

3.6%

4.1%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

参加している

以前に参加したことがあるが、現在参加していない

まったく参加したことはないが、今後参加したい

まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない

その他

無回答

ボランティア活動について 

問 16 あなたは現在、ボランティア活動に参加していますか。（SA） 

⚫ 「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」（39.5％）が最も高く、「まったく参

加したことはないが、今後参加したい」（23.1％）、「以前に参加したことがあるが、現在参加して

いない」（20.2％）と続きます。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 参加している 93 10.4% 12.9% 

2 以前に参加したことがあるが、現在参加していない 181 20.2% 14.8% 

3 まったく参加したことはないが、今後参加したい 207 23.1% 23.9% 

4 
まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは

思わない 
354 39.5% 41.5% 

5 その他 32 3.6% 2.7% 

  無回答 30 3.3% 4.1% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が最も高くなっていま

す。 

■年代別（問２）結果 

⚫ いずれの年代層も「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が最も高くなっ

ています。 

⚫ 30～39歳において「まったく参加したことはないが、今後参加したい」が、他年代と比

べて高くなっています。次いで29歳以下が高く、ボランティアの新たな担い手として、

若年層の参加が期待できます。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、吉里、東江、大江、今尾、海西、下多度、城山、石津では「まったく参加したことはなく、今後も

参加したいとは思わない」が最も高くなっています。一方、西江では「まったく参加したことはない

が、今後参加したい」が最も高くなっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ いずれも「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が最も高くなっています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ Uターンの方において「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が低くなって

おり、ボランティアへの参加意向が高いと考えられます。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ いずれも「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が最も高くなっています。 

  



32 

  
 

回
答
者
数 

参
加
し
て
い
る 

以
前
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
現
在
参
加
し
て

い
な
い 

ま
っ
た
く
参
加
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
今
後
参
加
し

た
い 

ま
っ
た
く
参
加
し
た
こ
と

は
な
く
、
今
後
も
参
加
し

た
い
と
は
思
わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 897 10.4% 20.2% 23.1% 39.5% 3.6% 3.3% 

性別 
男性 385 13.5% 19.0% 22.3% 40.8% 2.1% 2.3% 

女性 502 8.0% 21.5% 23.3% 38.4% 4.8% 4.0% 

年代別 

29歳以下 71 0.0% 25.4% 29.6% 40.8% 0.0% 4.2% 

30歳～39歳 73 8.2% 13.7% 35.6% 42.5% 0.0% 0.0% 

40歳～49歳 140 4.3% 27.1% 19.3% 42.1% 6.4% 0.7% 

50歳～64歳 277 9.7% 19.1% 25.6% 39.0% 4.3% 2.2% 

65歳以上 331 16.3% 18.7% 18.1% 37.5% 3.3% 6.0% 

地区別 

高須 137 9.5% 18.2% 26.3% 36.5% 4.4% 5.1% 

吉里 47 10.6% 21.3% 21.3% 38.3% 2.1% 6.4% 

東江 57 10.5% 24.6% 17.5% 43.9% 0.0% 3.5% 

大江 33 15.2% 21.2% 27.3% 30.3% 3.0% 3.0% 

西江 49 16.3% 24.5% 30.6% 22.4% 2.0% 4.1% 

今尾 116 7.8% 25.9% 21.6% 42.2% 0.0% 2.6% 

海西 77 10.4% 13.0% 20.8% 45.5% 6.5% 3.9% 

下多度 53 9.4% 18.9% 17.0% 45.3% 7.5% 1.9% 

城山 154 9.7% 22.1% 22.1% 40.3% 3.9% 1.9% 

石津 167 11.4% 17.4% 24.6% 39.5% 4.8% 2.4% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 9.8% 15.7% 21.6% 45.1% 3.9% 3.9% 

夫婦のみ 215 12.6% 22.8% 19.1% 37.7% 3.7% 4.2% 

二世代家族 407 8.1% 20.4% 24.6% 41.5% 2.7% 2.7% 

三世代家族 183 14.2% 19.1% 25.7% 32.2% 4.4% 4.4% 

兄弟や姉妹と同居 8 0.0% 0.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 8.0% 20.0% 12.0% 48.0% 12.0% 0.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 10.9% 19.4% 22.1% 41.5% 2.5% 3.6% 

Ｕターン 91 13.2% 27.5% 28.6% 27.5% 2.2% 1.1% 

転入してきた 326 8.0% 19.3% 22.1% 42.6% 5.5% 2.5% 

居住年

数別 

5年未満 29 3.4% 31.0% 31.0% 34.5% 0.0% 0.0% 

5～10 年未満 32 0.0% 21.9% 21.9% 43.8% 6.3% 6.3% 

10～20年未満 68 8.8% 25.0% 20.6% 38.2% 4.4% 2.9% 

20年以上 636 11.5% 18.7% 23.6% 39.3% 3.8% 3.1% 
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そ
の
他

前回調査(n=660) 今回調査(n=897)

問 17 どのような条件が整えば、ボランティア活動に参加しやすくなると思いますか。

（MA） 

⚫ 「自分が健康であること」（61.0％）が最も高く、「時間や収入にゆとりがあること」（52.7％）と

続きます。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 時間や収入にゆとりがあること 473 52.7% 58.5% 

2 家族に世話の必要な、病人や子ども等がいないこと 246 27.4% 29.8% 

3 自分が健康であること 547 61.0% 66.8% 

4 家族の理解や協力が得られること 88 9.8% 11.1% 

5 共に活動する仲間や友人がいること 208 23.2% 25.5% 

6 趣味や特技が活かされること 90 10.0% 9.1% 

7 誰にでも簡単にできること 171 19.1% 18.2% 

8 家の近くでできること 151 16.8% 16.8% 

9 わずかな時間（２～３時間）でできること 152 16.9% 14.4% 

10 
活動に必要なお金の支援があること（例えば活動グルー

プに対する助成金等） 
59 6.6% 4.8% 

11 
ボランティア講座等、知識や技術を学べる機会や体験の

機会があること 
62 6.9% 4.7% 

12 その他 12 1.3% 1.7% 

  無回答 24 2.7% 1.5% 

  全体 897 - - 
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■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに「自分が健康であること」が最も高くなっています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 49歳以下では「時間や収入にゆとりがあること」、50歳以上では「自分が健康であること」が最

も高くなっています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、吉里、大江、西江、今尾、海西、下多度、城山、石津では「自分が健康であること」が最も高

く、特に高須、大江、西江、下多度、城山では回答者の６割以上を占めています。一方、東江では

「時間や収入にゆとりがあること」が最も高くなっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみ、三世代家族では「自分が健康であること」が最も高くなっていますが、二

世代家族では「時間や収入にゆとりがあること」が最も高くなっています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」、「海津市出身ではないが、転入してきた」では「自分が健康であ

ること」が最も高くなっていますが、「Ｕターンしてきた」では「時間や収入にゆとりがあること」が最

も高くなっています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ 20年未満では「時間や収入にゆとりがあること」が最も高くなっていますが、20年以上では「自

分が健康であること」が最も高くなっています。 
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こ
と 

家
族
に
世
話
の
必

要
な
、
病
人
や
子

ど
も
等
が
い
な
い

こ
と 

自
分
が
健
康
で
あ

る
こ
と 

家
族
の
理
解
や
協

力
が
得
ら
れ
る
こ

と 

共
に
活
動
す
る
仲

間
や
友
人
が
い
る

こ
と 

趣
味
や
特
技
が
活

か
さ
れ
る
こ
と 

  全体 897 52.7% 27.4% 61.0% 9.8% 23.2% 10.0% 

性別 
男性 385 58.4% 20.0% 61.0% 10.6% 18.7% 12.7% 

女性 502 48.6% 33.3% 61.6% 9.4% 26.7% 7.6% 

年代別 

29歳以下 71 60.6% 7.0% 21.1% 0.0% 28.2% 8.5% 

30歳～39歳 73 82.2% 35.6% 34.2% 11.0% 23.3% 17.8% 

40歳～49歳 140 68.6% 33.6% 47.1% 8.6% 20.0% 5.0% 

50歳～64歳 277 58.5% 31.0% 67.1% 9.0% 20.2% 11.9% 

65歳以上 331 33.8% 24.2% 76.1% 13.0% 26.0% 9.1% 

地区別 

高須 137 52.6% 24.8% 63.5% 11.7% 19.7% 8.0% 

吉里 47 53.2% 27.7% 57.4% 8.5% 27.7% 8.5% 

東江 57 54.4% 19.3% 49.1% 10.5% 21.1% 10.5% 

大江 33 54.5% 24.2% 60.6% 9.1% 18.2% 9.1% 

西江 49 53.1% 22.4% 67.3% 14.3% 26.5% 14.3% 

今尾 116 55.2% 25.0% 59.5% 9.5% 24.1% 10.3% 

海西 77 50.6% 29.9% 58.4% 11.7% 27.3% 11.7% 

下多度 53 47.2% 32.1% 64.2% 11.3% 17.0% 15.1% 

城山 154 51.3% 35.1% 65.6% 10.4% 23.4% 7.8% 

石津 167 55.1% 26.3% 58.7% 6.0% 25.1% 10.2% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 58.8% 9.8% 68.6% 3.9% 21.6% 7.8% 

夫婦のみ 215 41.4% 24.2% 73.0% 12.1% 24.2% 9.3% 

二世代家族 407 57.0% 30.7% 55.5% 9.1% 22.6% 10.1% 

三世代家族 183 54.6% 31.7% 59.0% 10.4% 23.0% 10.4% 

兄弟や姉妹と同居 8 62.5% 12.5% 50.0% 12.5% 25.0% 12.5% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 56.0% 12.0% 52.0% 4.0% 28.0% 16.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 53.6% 23.2% 58.5% 10.4% 20.2% 9.3% 

Ｕターン 91 64.8% 27.5% 47.3% 8.8% 22.0% 15.4% 

転入してきた 326 51.5% 28.5% 64.7% 9.5% 27.0% 8.9% 

居住年

数別 

5年未満 29 62.1% 24.1% 37.9% 17.2% 20.7% 17.2% 

5～10 年未満 32 68.8% 46.9% 37.5% 6.3% 28.1% 6.3% 

10～20年未満 68 54.4% 32.4% 47.1% 2.9% 26.5% 13.2% 

20年以上 636 52.8% 25.6% 64.3% 9.9% 24.1% 9.4% 
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回
答
者
数 

誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る

こ
と 

家
の
近
く
で
で
き
る
こ
と 

わ
ず
か
な
時
間
（
２
～
３

時
間
）
で
で
き
る
こ
と 

活
動
に
必
要
な
お
金
の
支

援
が
あ
る
こ
と
（
例
え
ば

活
動
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る

助
成
金
等
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
、

知
識
や
技
術
を
学
べ
る
機

会
や
体
験
の
機
会
が
あ
る

こ
と 

そ
の
他 

  全体 897 19.1% 16.8% 16.9% 6.6% 6.9% 1.3% 

性別 
男性 385 20.3% 14.3% 14.8% 8.3% 7.3% 1.6% 

女性 502 17.7% 18.7% 18.7% 5.2% 6.8% 1.2% 

年代別 

29歳以下 71 22.5% 26.8% 31.0% 9.9% 2.8% 2.8% 

30歳～39歳 73 20.5% 9.6% 20.5% 9.6% 6.8% 4.1% 

40歳～49歳 140 19.3% 15.0% 20.0% 4.3% 9.3% 0.0% 

50歳～64歳 277 14.4% 13.7% 14.8% 6.9% 8.3% 1.1% 

65歳以上 331 21.5% 19.9% 13.9% 5.7% 5.7% 1.2% 

地区別 

高須 137 17.5% 16.1% 13.1% 5.8% 8.8% 2.2% 

吉里 47 14.9% 17.0% 10.6% 8.5% 4.3% 2.1% 

東江 57 21.1% 12.3% 21.1% 12.3% 7.0% 1.8% 

大江 33 24.2% 27.3% 15.2% 9.1% 6.1% 3.0% 

西江 49 16.3% 16.3% 16.3% 8.2% 6.1% 0.0% 

今尾 116 13.8% 15.5% 16.4% 5.2% 9.5% 0.0% 

海西 77 20.8% 14.3% 18.2% 10.4% 7.8% 1.3% 

下多度 53 13.2% 17.0% 5.7% 3.8% 15.1% 3.8% 

城山 154 19.5% 14.9% 22.7% 4.5% 3.9% 1.3% 

石津 167 24.0% 21.6% 19.8% 5.4% 4.2% 0.6% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 17.6% 19.6% 9.8% 9.8% 11.8% 5.9% 

夫婦のみ 215 21.4% 13.5% 16.3% 9.3% 5.6% 1.4% 

二世代家族 407 18.4% 18.9% 15.5% 5.2% 7.1% 0.7% 

三世代家族 183 17.5% 16.4% 22.4% 5.5% 6.0% 0.5% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 20.0% 16.0% 24.0% 8.0% 8.0% 8.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 19.1% 17.2% 17.8% 7.7% 8.2% 1.9% 

Ｕターン 91 13.2% 14.3% 14.3% 4.4% 6.6% 2.2% 

転入してきた 326 21.8% 17.8% 18.1% 5.5% 5.8% 0.6% 

居住年

数別 

5年未満 29 24.1% 24.1% 20.7% 10.3% 3.4% 0.0% 

5～10 年未満 32 15.6% 21.9% 34.4% 12.5% 6.3% 0.0% 

10～20年未満 68 22.1% 16.2% 22.1% 5.9% 5.9% 2.9% 

20年以上 636 19.8% 16.5% 15.7% 6.0% 7.5% 1.3% 

 

 

 

  



37 

10.5%

14.8%

26.7%

30.7%

17.1%

16.4%

32.4%

25.8%

1.4%

1.2%

8.6%

9.5%

3.3%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

交通費や材料費等の実費に加え、謝礼の意味での報酬は受けても良いと思う

交通費や材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う

材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う

ボランティア活動はお金のやり取りはない方が良いと思う

その他

わからない

無回答

問 18 ボランティア活動のあり方（謝礼等）について、どのようにお考えですか。

（SA） 

⚫ 「交通費や材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う」（30.7％）が最も高く、「ボランテ

ィア活動はお金のやり取りはない方が良いと思う」（25.8％）と続きます。前回調査と比較すると、

前回最も高かった「ボランティア活動はお金のやり取りはない方が良いと思う」がやや低下してい

ます。 

⚫ 全体として、ボランティアの有償化を許容する傾向がみられます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 
交通費や材料費等の実費に加え、謝礼の意味での報酬は受

けても良いと思う 
133 14.8% 10.5% 

2 交通費や材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う 275 30.7% 26.7% 

3 材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う 147 16.4% 17.1% 

4 ボランティア活動はお金のやり取りはない方が良いと思う 231 25.8% 32.4% 

5 その他 11 1.2% 1.4% 

6 わからない 85 9.5% 8.6% 

  無回答 15 1.7% 3.3% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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32.7%

27.0%

13.2%

13.0%

51.2%

59.3%

2.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

担当している民生委員・児童委員の名前や顔を知っている

担当している民生委員・児童委員の名前を知っている

民生委員・児童委員は誰か知らない

無回答

福祉サービスに関する認知度・利用状況や福祉のあり方について 

問 19 民生委員・児童委員について、お答えください。 

問 19－１ あなたの住んでいる地域を担当している民生委員・児童委員を知っています

か。（SA） 

⚫ 約６割が「民生委員・児童委員は誰か知らない」と回答しています。前回調査と比較すると、「担当

している民生委員・児童委員の名前や顔を知っている」が低下し、「民生委員・児童委員は誰か

知らない」が上昇しています。 

⚫ 全体として、民生委員・児童委員の認知度は低下していると考えられます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 担当している民生委員・児童委員の名前や顔を知っている 242 27.0% 32.7% 

2 担当している民生委員・児童委員の名前を知っている 117 13.0% 13.2% 

3 民生委員・児童委員は誰か知らない 532 59.3% 51.2% 

  無回答 6 0.7% 2.9% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに約６割が「民生委員・児童委員は誰か知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約９割、3０歳～39歳の約８割、40歳～49歳の約７割、50歳～64歳の約５割、65歳

以上の約４割が「民生委員・児童委員は誰か知らない」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、吉里、東江、西江、下多度、石津の約６割、今尾、城山の約５割、海西の約７割、大江の約４

割が「民生委員・児童委員は誰か知らない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らしの約４割、夫婦のみ、三世代家族の約５割、二世代家族の約６割が「民生委員・児童

委員は誰か知らない」と回答しています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」、「海津市出身ではないが、転入してきた」の約６割、「Ｕターンし

てきた」の約７割が「民生委員・児童委員は誰か知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ ５年未満の約８割、５～２０年未満の約７割、20年以上の約５割が「民生委員・児童委員は誰か知

らない」と回答しています。 
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回
答
者
数 

担
当
し
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
名
前
や

顔
を
知
っ
て
い
る 

担
当
し
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
名
前
を

知
っ
て
い
る 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

誰
か
知
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 27.0% 13.0% 59.3% 0.7% 

性別 
男性 385 26.2% 11.4% 61.0% 1.3% 

女性 502 27.9% 14.3% 57.6% 0.2% 

年代別 

29歳以下 71 4.2% 1.4% 94.4% 0.0% 

30歳～39歳 73 8.2% 11.0% 79.5% 1.4% 

40歳～49歳 140 14.3% 10.0% 75.7% 0.0% 

50歳～64歳 277 25.3% 17.0% 56.7% 1.1% 

65歳以上 331 42.9% 14.2% 42.3% 0.6% 

地区別 

高須 137 21.2% 13.9% 64.2% 0.7% 

吉里 47 27.7% 12.8% 59.6% 0.0% 

東江 57 21.1% 10.5% 66.7% 1.8% 

大江 33 36.4% 21.2% 42.4% 0.0% 

西江 49 34.7% 6.1% 57.1% 2.0% 

今尾 116 30.2% 12.9% 56.0% 0.9% 

海西 77 23.4% 7.8% 68.8% 0.0% 

下多度 53 30.2% 11.3% 58.5% 0.0% 

城山 154 29.9% 16.9% 52.6% 0.6% 

石津 167 25.1% 13.8% 60.5% 0.6% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 45.1% 15.7% 39.2% 0.0% 

夫婦のみ 215 30.7% 14.9% 54.0% 0.5% 

二世代家族 407 21.4% 11.5% 66.1% 1.0% 

三世代家族 183 32.8% 14.8% 51.9% 0.5% 

兄弟や姉妹と同居 8 0.0% 12.5% 87.5% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 16.0% 8.0% 76.0% 0.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 27.9% 13.1% 58.5% 0.5% 

Ｕターン 91 19.8% 9.9% 69.2% 1.1% 

転入してきた 326 27.9% 13.8% 57.7% 0.6% 

居住年

数別 

5年未満 29 10.3% 10.3% 79.3% 0.0% 

5～10 年未満 32 12.5% 15.6% 71.9% 0.0% 

10～20年未満 68 16.2% 10.3% 73.5% 0.0% 

20年以上 636 29.2% 13.7% 56.3% 0.8% 
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0.9%

1.6%

3.0%

2.3%

0.2%

0.1%

0.9%

0.2%

92.6%

94.5%

3.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

自分のことを相談した 自分の家族や友人・知人等のことを相談した

自分のことを近所の人が相談してくれた 相談しようと思ったが、相談できなかった

相談したことはない 無回答

問 19－２ あなたは、民生委員・児童委員に相談したことがありますか。（SA） 

⚫ 約９割が「相談したことはない」と回答しています。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられま

せん。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 自分のことを相談した 14 1.6% 0.9% 

2 自分の家族や友人・知人等のことを相談した 21 2.3% 3.0% 

3 自分のことを近所の人が相談してくれた 1 0.1% 0.2% 

4 相談しようと思ったが、相談できなかった 2 0.2% 0.9% 

5 相談したことはない 848 94.5% 92.6% 

  無回答 12 1.3% 3.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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40.2%

34.9%

32.1%

34.9%

24.7%

27.3%

3.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

知っている

名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない

知らない

無回答

問 20 社会福祉協議会について、お答えください。あなたは、海津市社会福祉協議会の

存在や、その活動内容を知っていますか。（SA） 

⚫ 約３割が「知らない」と回答しています。前回調査と比較すると、「知っている」が低下しています。 

⚫ 全体として、社会福祉協議会の認知度は低下していると考えられます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 知っている         313 34.9% 40.2% 

2 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない 313 34.9% 32.1% 

3 知らない 245 27.3% 24.7% 

  無回答 26 2.9% 3.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■性別（問１）結果 

⚫ 男性の約３割、女性の約２割が「知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約7割、3０歳～39歳の約４割、40歳～49歳の約３割、50歳以上の約２割が「知らな

い」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、大江、西江、今尾、下多度、城山の約２割、吉里の約４割、東江、海西、石津の約３割が「知ら

ない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、二世代家族の約３割、夫婦のみ、三世代家族の約２割が「知らない」と回答していま

す。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」の約３割、「海津市出身ではないが、転入してきた」、「Ｕターンし

てきた」の約２割が「知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ ５年未満の約６割、５～２０年未満の約４割、20年以上の約２割が「知らない」と回答しています。 
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回
答
者
数 

知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
が
、
活

動
内
容
ま
で
は
知

ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 34.9% 34.9% 27.3% 2.9% 

性別 
男性 385 36.9% 30.9% 28.1% 4.2% 

女性 502 33.7% 37.8% 26.5% 2.0% 

年代別 

29歳以下 71 7.0% 21.1% 71.8% 0.0% 

30歳～39歳 73 12.3% 43.8% 42.5% 1.4% 

40歳～49歳 140 28.6% 31.4% 35.7% 4.3% 

50歳～64歳 277 33.6% 44.4% 20.2% 1.8% 

65歳以上 331 50.2% 29.0% 16.6% 4.2% 

地区別 

高須 137 34.3% 36.5% 26.3% 2.9% 

吉里 47 25.5% 29.8% 44.7% 0.0% 

東江 57 35.1% 26.3% 33.3% 5.3% 

大江 33 39.4% 39.4% 18.2% 3.0% 

西江 49 44.9% 28.6% 24.5% 2.0% 

今尾 116 37.9% 32.8% 26.7% 2.6% 

海西 77 26.0% 35.1% 36.4% 2.6% 

下多度 53 41.5% 34.0% 20.8% 3.8% 

城山 154 42.2% 37.0% 17.5% 3.2% 

石津 167 28.7% 38.3% 29.9% 3.0% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 47.1% 23.5% 27.5% 2.0% 

夫婦のみ 215 44.7% 33.0% 19.5% 2.8% 

二世代家族 407 30.0% 34.6% 32.2% 3.2% 

三世代家族 183 34.4% 38.3% 25.1% 2.2% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 37.5% 50.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 16.0% 52.0% 28.0% 4.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 35.8% 32.5% 29.5% 2.2% 

Ｕターン 91 28.6% 40.7% 26.4% 4.4% 

転入してきた 326 36.2% 35.9% 25.2% 2.8% 

居住年

数別 

5年未満 29 17.2% 20.7% 62.1% 0.0% 

5～10 年未満 32 12.5% 43.8% 37.5% 6.3% 

10～20年未満 68 33.8% 26.5% 39.7% 0.0% 

20年以上 636 37.1% 37.6% 22.5% 2.8% 
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12.5%
21.1%

3.8%

28.7%

44.2%

12.5%

20.8%

8.3%

27.5%

45.0%

0%

20%

40%

60%

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
と
し

て
活
動
を
支
え
て
い
る

活
動
に
参
加
し
た
り
、
事
業

を
利
用
し
た
り
し
て
い
る

訪
問
し
て
相
談
し
た
こ
と
が

あ
る

よ
く
知
っ
て
い
る
が
、
参
加

や
利
用
し
た
こ
と
は
な
い

社
協
だ
よ
り
等
機
関
紙
を
見

る
程
度
で
知
っ
て
い
る

前回調査(n=265) 今回調査(n=313)

【問 20で「１」と回答した方対象】 

問 20－１ 海津市社会福祉協議会との関わりの程度はどのくらいですか。（MA） 

⚫ 「社協だより等機関紙を見る程度で知っている」（45.0％）が最も高く、「よく知っているが、参加

や利用したことはない」（27.5％）と続きます。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられませ

ん。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=265） 

    数 % % 

1 社会福祉協議会会員として活動を支えている 39 12.5% 12.5% 

2 活動に参加したり、事業を利用したりしている 65 20.8% 21.1% 

3 訪問して相談したことがある 26 8.3% 3.8% 

4 よく知っているが、参加や利用したことはない 86 27.5% 28.7% 

5 社協だより等機関紙を見る程度で知っている 141 45.0% 44.2% 

  無回答 4 1.3% 2.3% 

  全体 313 - - 
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27.0%

19.0%

37.3%

37.2%

33.9%

37.3%

1.8%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

知っている 活動内容までは知らない 知らない 無回答

問 20－２ あなたは、海津市社会福祉協議会の「福祉推進委員」や、その活動内容を知

っていますか。（SA） 

⚫ 約４割が「知らない」と回答しています。前回調査と比較すると、「知っている」割合が低下していま

す。 

⚫ 全体として、福祉推進委員の認知度は低下していると考えられます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 知っている 170 19.0% 27.0% 

2 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない 334 37.2% 37.3% 

3 知らない 335 37.3% 33.9% 

  無回答 58 6.5% 1.8% 

  全体 897 100.0% 100.0% 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



47 

■性別（問１）結果 

⚫ 男性の約４割、女性の約３割が「知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約7割、3０歳～49歳の約５割、50～64歳の約３割、65歳以上の約２割が「知らな

い」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、大江、西江、下多度、城山、石津の約３割、吉里、東江、今尾の約４割、海西の約６割が「知ら

ない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみ、三世代家族の約３割、二世代家族の約４割が「知らない」と回答していま

す。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」、「Ｕターンしてきた」の約４割、「海津市出身ではないが、転入し

てきた」の約３割が「知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ ５年未満の約６割、５～1０年未満の約５割、10～20年未満の約４割、20年以上の約３割が「知ら

ない」と回答しています。 
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回
答
者
数 

知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
が
、
活

動
内
容
ま
で
は
知

ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 19.0% 37.2% 37.3% 6.5% 

性別 男性 385 19.5% 32.2% 40.8% 7.5% 

女性 502 18.9% 40.8% 34.7% 5.6% 

年代別 

29歳以下 71 1.4% 16.9% 73.2% 8.5% 

30歳～39歳 73 2.7% 34.2% 53.4% 9.6% 

40歳～49歳 140 8.6% 33.6% 56.4% 1.4% 

50歳～64歳 277 21.3% 40.4% 32.5% 5.8% 

65歳以上 331 29.0% 40.8% 22.4% 7.9% 

地区別 

高須 137 19.7% 41.6% 35.0% 3.6% 

吉里 47 14.9% 31.9% 42.6% 10.6% 

東江 57 19.3% 35.1% 40.4% 5.3% 

大江 33 30.3% 30.3% 30.3% 9.1% 

西江 49 24.5% 34.7% 32.7% 8.2% 

今尾 116 16.4% 35.3% 41.4% 6.9% 

海西 77 6.5% 33.8% 57.1% 2.6% 

下多度 53 28.3% 34.0% 28.3% 9.4% 

城山 154 26.0% 37.7% 32.5% 3.9% 

石津 167 14.4% 41.3% 35.9% 8.4% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 31.4% 31.4% 31.4% 5.9% 

夫婦のみ 215 23.7% 41.4% 29.3% 5.6% 

二世代家族 407 14.7% 35.4% 43.5% 6.4% 

三世代家族 183 21.3% 35.0% 35.5% 8.2% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 25.0% 62.5% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 8.0% 52.0% 36.0% 4.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 18.9% 33.9% 41.3% 6.0% 

Ｕターン 91 16.5% 39.6% 39.6% 4.4% 

転入してきた 326 18.7% 38.7% 35.6% 7.1% 

居住年

数別 

5年未満 29 6.9% 20.7% 62.1% 10.3% 

5～10 年未満 32 6.3% 37.5% 53.1% 3.1% 

10～20年未満 68 19.1% 29.4% 45.6% 5.9% 

20年以上 636 20.1% 39.6% 34.4% 5.8% 

 

  



49 

22.3%

17.4%

36.7%

34.3%

37.1%

41.5%

3.9%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

知っている 活動内容までは知らない 知らない 無回答

問 20－３ あなたは、あなたの地区社会福祉協議会や、その活動内容を知っています

か。（SA） 

⚫ 約４割が「知らない」と回答しています。前回調査と比較すると、「知っている」が低下しています。 

⚫ 全体として、地区社会福祉協議会の認知度は低下していると考えられます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 知っている 156 17.4% 22.3% 

2 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない 308 34.3% 36.7% 

3 知らない 372 41.5% 37.1% 

  無回答 61 6.8% 3.9% 

  全体 897 100.0% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに約４割が「知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約８割、3０歳～49歳の約６割、50～64歳の約３割、65歳以上の約２割が「知らな

い」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、城山の約３割、吉里、東江の約５割、大江の２割、西江、今尾、下多度、石津の約４割、海西の

約６割が「知らない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみの約３割、二世帯家族の約５割、三世代家族の約４割が「知らない」と回

答しています。 
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■居住歴別（問６）結果 

⚫ いずれも約４割が「知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ ５年未満の約７割、５～20年未満の約５割、20年以上の約４割が「知らない」と回答しています。 

 

  
 

回
答
者
数 

知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
が
、
活

動
内
容
ま
で
は
知

ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 17.4% 34.3% 41.5% 6.8% 

性別 
男性 385 18.4% 31.9% 41.6% 8.1% 

女性 502 16.9% 36.1% 41.2% 5.8% 

年代別 

29歳以下 71 1.4% 19.7% 78.9% 0.0% 

30歳～39歳 73 2.7% 30.1% 64.4% 2.7% 

40歳～49歳 140 6.4% 30.0% 62.1% 1.4% 

50歳～64歳 277 19.1% 37.5% 36.1% 7.2% 

65歳以上 331 27.5% 37.5% 24.2% 10.9% 

地区別 

高須 137 16.1% 40.9% 35.8% 7.3% 

吉里 47 14.9% 21.3% 51.1% 12.8% 

東江 57 17.5% 31.6% 47.4% 3.5% 

大江 33 27.3% 45.5% 24.2% 3.0% 

西江 49 28.6% 22.4% 40.8% 8.2% 

今尾 116 14.7% 34.5% 41.4% 9.5% 

海西 77 9.1% 26.0% 64.9% 0.0% 

下多度 53 26.4% 26.4% 37.7% 9.4% 

城山 154 21.4% 40.9% 31.8% 5.8% 

石津 167 13.8% 35.3% 43.7% 7.2% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 27.5% 35.3% 29.4% 7.8% 

夫婦のみ 215 21.9% 37.7% 33.0% 7.4% 

二世代家族 407 13.3% 32.7% 48.2% 5.9% 

三世代家族 183 20.8% 32.2% 38.3% 8.7% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 25.0% 62.5% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 4.0% 44.0% 52.0% 0.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 17.5% 33.6% 42.3% 6.6% 

Ｕターン 91 16.5% 33.0% 46.2% 4.4% 

転入してきた 326 18.4% 33.7% 41.1% 6.7% 

居住年

数別 

5年未満 29 6.9% 17.2% 75.9% 0.0% 

5～10 年未満 32 3.1% 40.6% 53.1% 3.1% 

10～20年未満 68 14.7% 35.3% 48.5% 1.5% 

20年以上 636 18.6% 35.2% 38.7% 7.5% 
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48.5%

60.0%

44.4%

70.2%

67.4%

48.4%

28.7%

9.1%

5.7%

10.4%

3.0%

6.5%

12.8%

22.3%

30.2%

25.9%

35.9%

18.4%

16.9%

30.1%

39.5%

12.2%

8.5%

9.4%

8.4%

9.1%

8.7%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦防災意識の向上事業

⑥移動・移送サービス

⑤ふれあい・いきいきサロンや認知症カ

フェなど通いの場

④高齢者の見守り活動や声かけ

③児童生徒の通学見守り活動

②買い物・ゴミ出しなどの生活支援サー

ビス

①三世代交流事業

取り組んでほしい 取り組んでほしいとは思わない わからない 無回答

問 20－４ あなたのお住まいの地区の地区社会福祉協議会で取り組んでほしい活動はあ

りますか。また、必要と思われる活動がありましたら、「⑧その他」にご記入

をお願いします。（SA） 

⚫ 「取り組んでほしい」割合が高い活動としては、「高齢者の見守り活動や声かけ」（70.2％）が最

も高く、「児童生徒の通学見守り活動」（67.4％）、「移動・移送サービス」（60.0%）と続きます。 

  

全
体 

取
り
組
ん
で

ほ
し
い 

取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
は

思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

①三世代交流事業（子ども・親・祖
父母が交流するスポーツ活動・文化
活動等） 

897 257 200 354 86 

100.0% 28.7% 22.3% 39.5% 9.6% 

②買い物・ゴミ出しなどの生活支
援サービス 

897 434 115 270 78 
100.0% 48.4% 12.8% 30.1% 8.7% 

③児童生徒の通学見守り活動 
897 605 58 152 82 

100.0% 67.4% 6.5% 16.9% 9.1% 

④高齢者の見守り活動や声かけ 
897 630 27 165 75 

100.0% 70.2% 3.0% 18.4% 8.4% 
⑤ふれあい・いきいきサロンや認
知症カフェなど通いの場 

897 398 93 322 84 
100.0% 44.4% 10.4% 35.9% 9.4% 

⑥移動・移送サービス 
897 538 51 232 76 

100.0% 60.0% 5.7% 25.9% 8.5% 
⑦防災意識の向上事業（研修、訓
練の実施） 

897 435 82 271 109 
100.0% 48.5% 9.1% 30.2% 12.2% 
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1.3%

3.8%

3.9%

7.2%

34.3%

30.1%

32.9%

39.9%

37.9%

49.7%

61.9%

56.7%

49.5%

48.7%

13.0%

6.7%

6.6%

6.7%

6.1%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑤海津市くらしサポートセンター

④海津市発達支援センター「くるみ」

③海津市在宅介護支援センター

②海津市地域包括支援センター

①海津・平田・南濃のいずれかの総合福祉会館

利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答

問 21 海津市の福祉に関する機関・施設を利用したことはありますか。（SA） 

⚫ 利用したことがある機関・施設としては「海津・平田・南濃のいずれかの総合福祉会館」が約３割

となっていますが、他は１割に達していません。 

⚫ 「知らない」と回答した割合は、「海津・平田・南濃のいずれかの総合福祉会館」では約１割、「海

津市地域包括支援センター」、「海津市在宅介護支援センター」、「海津市発達支援センター『く

るみ』」では約５割、「海津市くらしサポートセンター」では約６割となっています。 

  全
体 

利
用
し
た
こ

と
が
あ
る 

知
っ
て
い
る

が
、
利
用
し

た
こ
と
は
な

い 知
ら
な
い 

無
回
答 

①海津・平田・南濃のいずれかの総合

福祉会館（ひまわり・やすらぎ会

館・ゆとりの森） 

897 308 446 117 26 

100.0% 34.3% 49.7% 13.0% 2.9% 

②海津市地域包括支援センター 
897 65 340 437 55 

100.0% 7.2% 37.9% 48.7% 6.1% 

③海津市在宅介護支援センター 
897 35 358 444 60 

100.0% 3.9% 39.9% 49.5% 6.7% 

④海津市発達支援センター「くるみ」 
897 34 295 509 59 

100.0% 3.8% 32.9% 56.7% 6.6% 

⑤海津市くらしサポートセンター 
897 12 270 555 60 

100.0% 1.3% 30.1% 61.9% 6.7% 
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かなり入手

できている
1.0%

ある程度入手

できている
13.8%

あまり入手でき

ていない
41.4%

まったく入手で

きていない
31.9%

入手の必要がない
9.9%

無回答
2.0%

問 22 あなたは、福祉サービスに関する情報をどの程度入手できているとお考えです

か。（SA） 

⚫ 「あまり入手できていない」、「まったく入手できていない」をあわせると約７割が入手できていない

と考えています。 

No.   数 % 

1 かなり入手できている 9 1.0% 

2 ある程度入手できている 124 13.8% 

3 あまり入手できていない 371 41.4% 

4 まったく入手できていない 286 31.9% 

5 入手の必要がない 89 9.9% 

  無回答 18 2.0% 

  全体 897 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年代別（問２）結果 

⚫ 「あまり入手できていない」、「まったく入手できていない」をあわせると、29歳以下の約６割、30

歳から39歳の約９割、４０歳から４９歳の約８割、50歳以上の約７割が入手できていないと考えて

います。 

  
 

回
答
者
数 

か
な
り
入
手
で

き
て
い
る 

あ
る
程
度
入
手

で
き
て
い
る 

あ
ま
り
入
手
で

き
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
入
手

で
き
て
い
な
い 

入
手
の
必
要
が

な
い 

無
回
答 

  全体 897 1.0% 13.8% 41.4% 31.9% 9.9% 2.0% 

年

代

別 

29歳以下 71 0.0% 4.2% 26.8% 38.0% 31.0% 0.0% 

30歳～39歳 73 2.7% 2.7% 42.5% 47.9% 4.1% 0.0% 

40歳～49歳 140 0.7% 9.3% 35.0% 42.1% 11.4% 1.4% 

50歳～64歳 277 0.4% 13.4% 46.9% 27.1% 9.7% 2.5% 

65歳以上 331 1.5% 20.8% 41.7% 27.2% 6.0% 2.7% 
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16.1%
7.4% 9.3% 7.0% 3.5% 2.7% 0.8%

5.0%
14.0%

60.9%

27.8%

15.2%

4.8%

25.4%

7.0%
14.4%

7.6%
1.7%

0%

20%

40%

60%

80%

市
役
所
の
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口

医
療
機
関

各
種
相
談
機
関

民
生
委
員
・児
童
委
員

福
祉
推
進
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

各
種
福
祉
事
業
所

近
所
・知
り
合
い

市
報
か
い
づ

社
協
だ
よ
り
「ぬ
く
も
り
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
Ｓ
Ｎ
Ｓ

区
・自
治
会
の
回
覧
板

新
聞
・雑
誌
・テ
レ
ビ
・ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

情
報
の
入
手
方
法
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

問 22－１ あなたは、福祉サービスに関する情報を主にどこから入手していますか。

（MA） 

⚫ 「市報かいづ」（60.9％）が突出して高く、「社協だより『ぬくもり』」（27.8％）、「区・自治会の回

覧板」（25.4％）と続きます。 

No.   数 % 

1 市役所の窓口 144 16.1% 

2 社会福祉協議会の窓口 66 7.4% 

3 医療機関 83 9.3% 

4 各種相談機関 63 7.0% 

5 民生委員・児童委員 31 3.5% 

6 福祉推進委員 24 2.7% 

7 ボランティア 7 0.8% 

8 各種福祉事業所 45 5.0% 

9 近所・知り合い 126 14.0% 

10 市報かいづ 546 60.9% 

11 社協だより「ぬくもり」 249 27.8% 

12 市ホームページ 136 15.2% 

13 市ＳＮＳ 43 4.8% 

14 区・自治会の回覧板 228 25.4% 

15 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ 63 7.0% 

16 インターネット 129 14.4% 

17 情報の入手方法がわからない 68 7.6% 

18 その他 15 1.7% 

  無回答 34 3.8% 

  全体 897 - 
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■年代別（問２）結果 

⚫ いずれの年代も「市報かいづ」が最も高くなっており、29歳以下は約３割、３０歳～49歳は約５割、

50歳～64歳は約６割、65歳以上は約７割と年代が上がるにつれて比重が高くなっています。ま

た、29歳以下では「インターネット」と「情報の入手方法がわからない」の割合も高く、「市報かい

づ」と同程度となっています。 

⚫ 全体として、年代によって情報取得手段にばらつきがあります。「市報かいづ」に市民への発信力

があるものの、それのみではなく、情報の性質によって多様な発信手段を検討する必要がありま

す。 

  
 

回
答
者
数 

市
役
所
の
窓
口 

社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口 

医
療
機
関 

各
種
相
談
機
関 

民
生
委
員
・ 

児
童
委
員 

福
祉
推
進
委
員 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

各
種
福
祉
事
業
所 

近
所
・
知
り
合
い 

  全体 897 16.1% 7.4% 9.3% 7.0% 3.5% 2.7% 0.8% 5.0% 14.0% 

年

代

別 

29歳以下 71 8.5% 0.0% 2.8% 2.8% 1.4% 0.0% 0.0% 1.4% 8.5% 

30歳～39歳 73 15.1% 1.4% 8.2% 8.2% 0.0% 0.0% 0.0% 6.8% 16.4% 

40歳～49歳 140 17.1% 4.3% 10.0% 7.9% 0.7% 0.7% 0.0% 2.9% 9.3% 

50歳～64歳 277 16.6% 6.1% 10.5% 8.7% 0.4% 2.5% 0.4% 4.3% 13.4% 

65歳以上 331 17.2% 12.7% 9.7% 5.7% 8.5% 4.8% 1.8% 6.9% 16.9% 

 

  
 

回
答
者
数 

市
報
か
い
づ 

社
協
だ
よ
り 

「
ぬ
く
も
り
」 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

市
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

区
・
自
治
会
の 

回
覧
板 

新
聞
・
雑
誌
・
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

情
報
の
入
手
方
法

が
わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

  全体 897 60.9% 27.8% 15.2% 4.8% 25.4% 7.0% 14.4% 7.6% 1.7% 

年

代

別 

29歳以下 71 29.6% 4.2% 16.9% 4.2% 11.3% 2.8% 28.2% 25.4% 2.8% 

30歳～39歳 73 53.4% 9.6% 23.3% 8.2% 17.8% 5.5% 32.9% 13.7% 2.7% 

40歳～49歳 140 53.6% 20.0% 26.4% 7.9% 20.7% 5.0% 24.3% 11.4% 2.9% 

50歳～64歳 277 62.1% 27.4% 16.2% 4.3% 24.5% 5.8% 13.4% 5.1% 1.1% 

65歳以上 331 71.0% 39.9% 7.6% 3.3% 32.9% 10.0% 4.2% 3.0% 1.2% 
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23.8%

38.3%

50.4%

35.1% 35.5%
28.6%

56.0%

19.8%

7.3%

32.8%

58.5% 59.3%

48.8%
41.9% 39.0%

58.5%

33.1%

2.9%
0%

20%

40%

60%

80%

地
域
住
民
が
互
い
に
支
え
合
う
社
会

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

公
共
交
通
機
関
の
充
実
し
た
社
会

住
み
よ
い
環
境
が
整
っ
た
社
会

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
支
援
の
必

要
な
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会

税
金
等
の
負
担
が
少
な
い
社
会

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会

そ
の
他

前回調査(n=660) 今回調査(n=897)

問 23 あなたの生活のしづらさを解消する方法として、どのような地域社会であればいい

と思いますか。（MA） 

⚫ 「公共交通機関の充実した社会」（59.3％）が最も高く、「子どもからお年寄りまで安心して生活

できる社会」（58.5％）、「税金等の負担が少ない社会」（58.5％）と続きます。前回調査と比較

すると、「その他」を除いた選択肢で割合が上昇しています。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 地域住民が互いに支え合う社会 294 32.8% 23.8% 

2 子どもからお年寄りまで安心して生活できる社会 525 58.5% 38.3% 

3 公共交通機関の充実した社会 532 59.3% 50.4% 

4 住みよい環境が整った社会 438 48.8% 35.1% 

5 
高齢者や障がいのある人等支援の必要な人が安心して

生活できる社会 
376 41.9% 35.5% 

6 子どもを産み育てやすい社会 350 39.0% 28.6% 

7 税金等の負担が少ない社会 525 58.5% 56.0% 

8 偏見や差別のない社会 297 33.1% 19.8% 

9 その他 26 2.9% 7.3% 

  無回答 14 1.6% 2.4% 

  全体 897 - - 
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■年代別（問２）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、29歳以下と50歳～64歳では「公共交通機関の充実した社会」、30歳

～39歳では「公共交通機関の充実した社会」と「子どもを産み育てやすい社会」が同程度、40歳

～49歳では「公共交通機関の充実した社会」と「子どもからお年寄りまで安心して生活できる社

会」が概ね同程度、65歳以上では「子どもからお年寄りまで安心して生活できる社会」と「税金

等の負担が少ない社会」が概ね同程度となっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、ひとり暮らしでは「税金等の負担が少ない社会」、夫婦のみでは「子ども

からお年寄りまで安心して生活できる社会」と「税金等の負担が少ない社会」が概ね同程度、二

世代家族、三世帯家族では「公共交通機関の充実した社会」となっています。 
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っ
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社
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障
が
い
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あ
る
人
等
支
援
の
必

要
な
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会 

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会 

税
金
等
の
負
担
が
少
な
い
社
会 

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会 

そ
の
他 

  全体 897 32.8% 58.5% 59.3% 48.8% 41.9% 39.0% 58.5% 33.1% 2.9% 

年

代

別 

29歳以下 71 18.3% 49.3% 66.2% 45.1% 26.8% 43.7% 57.7% 33.8% 4.2% 

30歳～39歳 73 23.3% 58.9% 63.0% 46.6% 34.2% 63.0% 61.6% 37.0% 2.7% 

40歳～49歳 140 25.0% 60.7% 61.4% 54.3% 37.9% 53.6% 55.0% 39.3% 5.7% 

50歳～64歳 277 33.2% 56.0% 60.3% 49.1% 40.4% 37.2% 56.7% 33.2% 2.5% 

65歳以上 331 40.8% 61.6% 55.6% 48.0% 50.2% 28.4% 61.0% 29.0% 1.8% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮ら

し 
51 33.3% 51.0% 54.9% 49.0% 56.9% 33.3% 72.5% 29.4% 5.9% 

夫婦のみ 215 31.2% 60.5% 59.5% 48.4% 47.9% 31.6% 60.0% 29.8% 2.8% 

二世代家族 407 30.7% 57.7% 60.2% 50.6% 38.1% 38.8% 59.0% 33.7% 2.7% 

三世代家族 183 37.2% 58.5% 59.6% 48.6% 39.3% 48.6% 55.2% 32.2% 1.6% 

兄弟や姉妹と

同居 
8 62.5% 87.5% 62.5% 50.0% 62.5% 50.0% 50.0% 75.0% 0.0% 

友人や知人と

同居 
0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 32.0% 60.0% 56.0% 32.0% 36.0% 44.0% 44.0% 40.0% 12.0% 
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13.6%

16.4%

3.6%

2.2%

23.5%

25.0%

40.0%

41.1%

15.3%

11.9%

0.2%

0.7%

3.8%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

行政が取り組むべき

地域の住民が取り組むべき

行政と住民が協力し合い、役割分担するべき

行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関等と協力すべき

わからない

その他

無回答

問 24 地域福祉を進めるにあたって、地域の課題を解決する方法についてあなたのお考

えに最も近いものはどれですか。（SA） 

⚫ 「行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関等と協力して取り組むべきであ

る」（41.1％）が最も高く、「行政と住民が協力し合い、役割を分担して取り組むべきである」

（25.0％）と続きます。 

⚫ 前回調査と比較すると、傾向に大差はみられませんが、「行政が取り組むべきである」がわずかに

上昇しています。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 行政が取り組むべきである 147 16.4% 13.6% 

2 地域の住民が取り組むべきである 20 2.2% 3.6% 

3 行政と住民が協力し合い、役割を分担して取り組むべきである 224 25.0% 23.5% 

4 
行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関

等と協力して取り組むべきである 
369 41.1% 40.0% 

5 わからない 107 11.9% 15.3% 

6 その他 6 0.7% 0.2% 

  無回答 24 2.7% 3.8% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■年代別（問２）結果 

⚫ いずれの年代も「行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関等と協力して取

り組むべきである」が最も高くなっています。 

■地区（問３）別結果 

⚫ 吉里を除き、いずれの地区も「行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関等

と協力して取り組むべきである」が最も高くなっていますが、吉里も「行政と住民が協力し合い、役

割を分担して取り組むべきである」が最も高く、協働で取り組むべきという考えの方が多いことが

わかります。 

⚫ 一方で「行政が取り組むべき」は、大江、下多度で他地区より高くなっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみ、二世代家族、三世代家族では、いずれも「行政や住民だけでなく、地域で

活動する人や事業所、関係機関等と協力して取り組むべきである」が最も高くなっています。 
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や
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業
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関
係
機
関
等
と
協
力
し
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取
り
組
む
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き
で
あ
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わ
か
ら
な
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そ
の
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無
回
答 

  全体 897 16.4% 2.2% 25.0% 41.1% 11.9% 0.7% 2.7% 

年

代

別 

29歳以下 71 14.1% 4.2% 19.7% 36.6% 22.5% 1.4% 1.4% 

30歳～39歳 73 20.5% 0.0% 19.2% 46.6% 12.3% 0.0% 1.4% 

40歳～49歳 140 20.7% 1.4% 23.6% 39.3% 12.9% 1.4% 0.7% 

50歳～64歳 277 17.7% 2.2% 26.4% 40.1% 10.8% 0.0% 2.9% 

65歳以上 331 13.3% 2.7% 26.9% 42.9% 9.7% 0.9% 3.6% 

地

区

別 

高須 137 18.2% 4.4% 17.5% 46.7% 8.8% 0.7% 3.6% 

吉里 47 17.0% 4.3% 29.8% 23.4% 19.1% 2.1% 4.3% 

東江 57 17.5% 1.8% 28.1% 36.8% 12.3% 0.0% 3.5% 

大江 33 24.2% 0.0% 21.2% 36.4% 12.1% 0.0% 6.1% 

西江 49 18.4% 0.0% 36.7% 36.7% 6.1% 0.0% 2.0% 

今尾 116 17.2% 2.6% 20.7% 44.0% 12.1% 1.7% 1.7% 

海西 77 16.9% 2.6% 19.5% 36.4% 19.5% 1.3% 3.9% 

下多度 53 24.5% 5.7% 28.3% 34.0% 3.8% 0.0% 3.8% 

城山 154 10.4% 1.3% 29.9% 46.1% 11.0% 0.0% 1.3% 

石津 167 14.4% 0.6% 26.3% 43.7% 13.2% 0.6% 1.2% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮らし 51 15.7% 2.0% 19.6% 51.0% 9.8% 2.0% 0.0% 

夫婦のみ 215 13.5% 1.9% 27.9% 42.8% 9.3% 0.0% 4.7% 

二世代家族 407 18.9% 1.7% 24.1% 39.3% 13.5% 0.5% 2.0% 

三世代家族 183 14.2% 3.8% 27.3% 41.0% 9.8% 0.5% 3.3% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 0.0% 25.0% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 16.0% 4.0% 8.0% 48.0% 16.0% 8.0% 0.0% 
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知っている
23.0%

制度内容までは

知らない
39.9%

知らない
34.7%

無回答
2.5%

権利擁護に関する制度について 

問 25 あなたは、成年後見制度の内容について知っていますか。（SA） 

⚫ 約３割が「知らない」と回答しています。 

No.   数 % 

1 知っている 206 23.0% 

2 

名前を聞いたことは

あるが、制度内容ま

では知らない 

358 39.9% 

3 知らない 311 34.7% 

  無回答 22 2.5% 

  全体 897 100.0% 

 

■性別（問１）結果 

⚫ 男性では約４割、女性では約３割が「知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約６割、3０歳～39歳の約４割、40歳～64歳の約３割、65歳以上の約２割が「知らな

い」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、吉里、東江、大江、海西の約４割、西江、今尾、下多度、城山、石津の約３割が「知らない」と

回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみ、三世代家族の約３割、二世帯家族の約４割が「知らない」と回答していま

す。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」の約４割、「Ｕターンしてきた」と「海津市出身ではないが、転入し

てきた」の約３割が「知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ 10年未満の約４割、10年以上の約３割が「知らない」と回答しています。 
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回
答
者
数 

知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
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あ
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が
、
制

度
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容
ま
で
は
知

ら
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い 

知
ら
な
い 

無
回
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  全体 897 23.0% 39.9% 34.7% 2.5% 

性別 男性 385 21.6% 37.1% 39.7% 1.6% 

女性 502 23.9% 42.0% 31.1% 3.0% 

年代別 

29歳以下 71 16.9% 16.9% 64.8% 1.4% 

30歳～39歳 73 24.7% 27.4% 46.6% 1.4% 

40歳～49歳 140 23.6% 45.0% 31.4% 0.0% 

50歳～64歳 277 23.8% 37.9% 36.1% 2.2% 

65歳以上 331 22.7% 47.4% 26.0% 3.9% 

地区別 

高須 137 26.3% 33.6% 37.2% 2.9% 

吉里 47 19.1% 27.7% 46.8% 6.4% 

東江 57 14.0% 36.8% 45.6% 3.5% 

大江 33 15.2% 36.4% 42.4% 6.1% 

西江 49 24.5% 42.9% 30.6% 2.0% 

今尾 116 29.3% 38.8% 30.2% 1.7% 

海西 77 20.8% 33.8% 44.2% 1.3% 

下多度 53 22.6% 45.3% 28.3% 3.8% 

城山 154 28.6% 42.9% 27.3% 1.3% 

石津 167 16.8% 49.1% 33.5% 0.6% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 29.4% 41.2% 29.4% 0.0% 

夫婦のみ 215 24.2% 43.3% 28.8% 3.7% 

二世代家族 407 21.6% 38.3% 37.6% 2.5% 

三世代家族 183 23.5% 39.9% 34.4% 2.2% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 62.5% 25.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 16.0% 28.0% 56.0% 0.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 21.0% 39.6% 37.4% 1.9% 

Ｕターン 91 33.0% 35.2% 30.8% 1.1% 

転入してきた 326 22.7% 41.4% 33.7% 2.1% 

居住年

数別 

5年未満 29 17.2% 37.9% 44.8% 0.0% 

5～10 年未満 32 18.8% 34.4% 46.9% 0.0% 

10～20年未満 68 32.4% 39.7% 27.9% 0.0% 

20年以上 636 22.6% 40.9% 33.5% 3.0% 
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知っている
11.4%

制度内容まで

は知らない
34.0%

知らない
52.2%

無回答
2.5%

問 26 あなたは、福祉サービス利用支援事業（日常生活自立支援事業）について知って

いますか。（SA） 

⚫ 約５割が「知らない」と回答しています。 

No.   数 % 

1 知っている 102 11.4% 

2 

名前を聞いたこと

はあるが、制度内

容までは知らない 

305 34.0% 

3 知らない 468 52.2% 

  無回答 22 2.5% 

  全体 897 100.0% 

 

 

■性別（問１）結果 

⚫ 男女ともに約５割が「知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約７割、3０歳～49歳の約６割、50歳～64歳の約５割、65歳以上の約４割が「知らな

い」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、大江、今尾の約５割、吉里、東江、海西、石津の約６割、西江、下多度、城山の約４割が「知ら

ない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らし、夫婦のみ、二世代家族、三世代家族では、いずれも約５割が「知らない」と回答して

います。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ いずれも約５割が「知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ ５年未満の約６割、５年以上の約５割が「知らない」と回答しています。 
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回
答
者
数 

知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
が
、
制

度
内
容
ま
で
は
知

ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 11.4% 34.0% 52.2% 2.5% 

性別 男性 385 10.6% 32.7% 54.8% 1.8% 

女性 502 11.8% 35.3% 50.2% 2.8% 

年代別 

29歳以下 71 12.7% 15.5% 70.4% 1.4% 

30歳～39歳 73 9.6% 26.0% 63.0% 1.4% 

40歳～49歳 140 8.6% 27.9% 62.9% 0.7% 

50歳～64歳 277 11.6% 35.0% 51.3% 2.2% 

65歳以上 331 12.1% 41.7% 42.6% 3.6% 

地区別 

高須 137 10.2% 38.0% 48.2% 3.6% 

吉里 47 10.6% 27.7% 59.6% 2.1% 

東江 57 12.3% 22.8% 61.4% 3.5% 

大江 33 9.1% 36.4% 48.5% 6.1% 

西江 49 10.2% 40.8% 46.9% 2.0% 

今尾 116 12.1% 32.8% 53.4% 1.7% 

海西 77 10.4% 27.3% 61.0% 1.3% 

下多度 53 5.7% 45.3% 45.3% 3.8% 

城山 154 17.5% 36.4% 44.8% 1.3% 

石津 167 8.4% 32.9% 58.1% 0.6% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 17.6% 31.4% 51.0% 0.0% 

夫婦のみ 215 8.8% 39.1% 47.9% 4.2% 

二世代家族 407 10.6% 31.9% 55.3% 2.2% 

三世代家族 183 13.7% 33.9% 50.3% 2.2% 

兄弟や姉妹と同居 8 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 8.0% 24.0% 68.0% 0.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 11.7% 30.1% 56.6% 1.6% 

Ｕターン 91 13.2% 28.6% 56.0% 2.2% 

転入してきた 326 10.1% 37.7% 49.7% 2.5% 

居住年

数別 

5年未満 29 13.8% 20.7% 65.5% 0.0% 

5～10 年未満 32 6.3% 43.8% 50.0% 0.0% 

10～20年未満 68 13.2% 36.8% 50.0% 0.0% 

20年以上 636 11.8% 35.1% 50.2% 3.0% 
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60.8%

36.5%
32.6%

50.5%

18.3%
28.8%

1.4%

53.0%

37.9%
33.4%

48.0%

17.9%

31.3%

1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

日
頃
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
や
付
き
合
い

避
難
行
動
要
支
援
者
の
把
握

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る

情
報
伝
達
体
制
の
構
築

地
域
に
お
け
る
援
助
体
制
の
構
築

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

日
頃
の
避
難
訓
練

そ
の
他

前回調査(n=660) 今回調査(n=897)

地域の防災に関して 

問 27 東海地震や東南海地震などが懸念される中で、災害時における支え合いは、非常

に重要なことです。災害時における支え合いを行う上でどんなことが必要だと思

いますか。（MA） 

⚫ 「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」（53.0％）が最も高く、「地域における援助体制の構

築」（48.0％）、「地域の高齢者や障がい者などの避難行動要支援者の把握」（37.9％）と続き

ます。 

⚫ 前回調査と比較すると、「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」が低下しています。災害におけ

る支え合いと、平時の支え合いを別のものと考える方が増加していると考えられます。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 日頃からのあいさつ、声かけや付き合い 475 53.0% 60.8% 

2 地域の高齢者や障がい者などの避難行動要支援者の把握 340 37.9% 36.5% 

3 
地域の高齢者や障がい者などの避難行動要支援者に対す

る情報伝達体制の構築 
300 33.4% 32.6% 

4 地域における援助体制の構築 431 48.0% 50.5% 

5 災害ボランティアの育成 161 17.9% 18.3% 

6 日頃の避難訓練 281 31.3% 28.8% 

7 その他 14 1.6% 1.4% 

  無回答 20 2.2% 3.6% 

  全体 897 - - 
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■年代別（問２）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、29歳以下と65歳以上では「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」、

30歳～39歳では「地域における援助体制の構築」、40歳～64歳では「日頃からのあいさつ、声

かけや付き合い」と「地域における援助体制の構築」が概ね同程度となっています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ 最も割合が高い項目は、その他を除き「日頃からのあいさつ、声かけや付き合い」となっています。 

  
 

回
答
者
数 

日
頃
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
や
付
き
合
い 

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
避
難
行
動

要
支
援
者
の
把
握 

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
避
難
行
動

要
支
援
者
に
対
す
る
情
報
伝
達
体
制
の
構
築 

地
域
に
お
け
る
援
助
体
制
の
構
築 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成 

日
頃
の
避
難
訓
練 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 897 53.0% 37.9% 33.4% 48.0% 17.9% 31.3% 1.6% 2.2% 

年

代

別 

29歳以下 71 52.1% 43.7% 35.2% 38.0% 18.3% 29.6% 1.4% 1.4% 

30歳～39歳 73 43.8% 38.4% 32.9% 57.5% 17.8% 35.6% 5.5% 0.0% 

40歳～49歳 140 50.0% 35.7% 32.9% 50.7% 20.7% 32.1% 2.1% 1.4% 

50歳～64歳 277 51.3% 34.7% 28.9% 51.3% 17.3% 28.2% 0.4% 2.2% 

65歳以上 331 58.0% 40.2% 37.8% 44.1% 17.5% 33.5% 1.5% 2.7% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮らし 51 49.0% 43.1% 43.1% 41.2% 15.7% 37.3% 2.0% 0.0% 

夫婦のみ 215 58.6% 34.0% 33.5% 43.7% 19.5% 33.5% 0.9% 4.7% 

二世代家族 407 51.6% 39.1% 33.9% 48.2% 17.9% 28.5% 1.5% 1.7% 

三世代家族 183 52.5% 38.8% 32.2% 54.6% 15.3% 35.0% 1.6% 0.5% 

兄弟や姉妹と同居 8 50.0% 37.5% 25.0% 37.5% 62.5% 25.0% 0.0% 0.0% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 40.0% 32.0% 28.0% 52.0% 20.0% 24.0% 8.0% 0.0% 
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58.2%

60.6%

12.4%

6.0%

15.0%

16.9%

9.4%

9.8%

1.8%

3.1%

0.5%

0.9%

2.7%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

家族で話合いをし、自力による対策を練る

隣近所で話合いをし、支え合いのルールを作る

市の広報無線の指示を待つ

自主防災組織（区長・自治会長など）の指示を待つ

特に何もしない

その他

無回答

問 28 あなたは、地震などの自然災害が間近に起きることが予想されたときは、どのよ

うな対応をしますか。（SA） 

⚫ 「家族で話合いをし、自力による対策を練る」（60.6％）が最も高く、「市の広報無線の指示を待

つ」（16.9％）と続きます。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 家族で話合いをし、自力による対策を練る 544 60.6% 58.2% 

2 隣近所で話合いをし、支え合いのルールを作る 54 6.0% 12.4% 

3 市の広報無線の指示を待つ 152 16.9% 15.0% 

4 自主防災組織（区長・自治会長など）の指示を待つ 88 9.8% 9.4% 

5 特に何もしない 28 3.1% 1.8% 

6 その他 8 0.9% 0.5% 

  無回答 23 2.6% 2.7% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■年代別（問２）結果 

⚫ いずれの年代も「家族で話合いをし、自力による対策を練る」が最も高くなっていますが、65歳以

上では他の年代よりも比重が低く、「市の広報無線の指示を待つ」、「自主防災組織（区長・自治

会長など）の指示を待つ」割合が高めとなっています。 

⚫ 全体として、高齢者に指示を待つと回答した方が多く、自助意識がやや低い傾向がみられます。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ いずれの家族構成も「家族で話合いをし、自力による対策を練る」が最も高くなっています。その

中でも、二世代世帯や三世代世帯の割合が高く、約7割が自力による対策を検討しています。 

  
 

回
答
者
数 

家
族
で
話
合
い
を
し
、
自
力
に

よ
る
対
策
を
練
る 

隣
近
所
で
話
合
い
を
し
、
支
え

合
い
の
ル
ー
ル
を
作
る 

市
の
広
報
無
線
の
指
示
を
待
つ 

自
主
防
災
組
織
（
区
長
・
自
治

会
長
な
ど
）
の
指
示
を
待
つ 

特
に
何
も
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 897 60.6% 6.0% 16.9% 9.8% 3.1% 0.9% 2.6% 

年

代

別 

29歳以下 71 70.4% 2.8% 9.9% 4.2% 8.5% 2.8% 1.4% 

30歳～39歳 73 79.5% 1.4% 12.3% 2.7% 2.7% 1.4% 0.0% 

40歳～49歳 140 74.3% 5.7% 9.3% 5.7% 4.3% 0.7% 0.0% 

50歳～64歳 277 61.0% 7.2% 18.4% 8.7% 2.2% 0.7% 1.8% 

65歳以上 331 48.9% 6.3% 21.8% 15.1% 2.4% 0.6% 4.8% 

家

族

構

成

別 

ひとり暮らし 51 31.4% 9.8% 31.4% 17.6% 5.9% 2.0% 2.0% 

夫婦のみ 215 51.6% 7.9% 19.5% 12.1% 2.8% 0.9% 5.1% 

二世代家族 407 66.8% 5.4% 14.7% 7.4% 2.9% 0.5% 2.2% 

三世代家族 183 67.8% 4.4% 13.7% 10.9% 1.6% 1.1% 0.5% 

兄弟や姉妹と同居 8 50.0% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 56.0% 0.0% 20.0% 4.0% 16.0% 4.0% 0.0% 
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■コミュニティへの意識（問 24）別結果 

⚫ いずれの回答をした方も「家族で話合いをし、自力による対策を練る」が最も高くなっています。協

働意識と、災害時に向けた自助・共助への意識に、直接的な関係はみられません。 

 

  
 

回
答
者
数 

家
族
で
話
合
い
を
し
、
自
力
に

よ
る
対
策
を
練
る 

隣
近
所
で
話
合
い
を
し
、
支
え

合
い
の
ル
ー
ル
を
作
る 

市
の
広
報
無
線
の
指
示
を
待
つ 

自
主
防
災
組
織
（
区
長
・
自
治

会
長
な
ど
）
の
指
示
を
待
つ 

特
に
何
も
し
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 897 60.6% 6.0% 16.9% 9.8% 3.1% 0.9% 2.6% 

問

24 

行政が取り組むべきである 147 58.5% 4.1% 19.7% 8.2% 7.5% 1.4% 0.7% 

地域の住民が取り組むべきであ

る 
20 75.0% 15.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

行政と住民が協力し合い、役割

を分担して取り組むべきである 
224 57.6% 7.6% 19.6% 11.2% 2.2% 0.9% 0.9% 

行政や住民だけでなく、地域で

活動する人や事業所、関係機関

等と協力して取り組むべきであ

る 

369 64.2% 6.8% 16.3% 9.5% 1.4% 0.5% 1.4% 

わからない 107 62.6% 1.9% 15.0% 11.2% 5.6% 0.9% 2.8% 

その他 6 50.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 

 

 

 

  



70 

71.5%

55.4%

22.9% 17.6% 12.7%
1.2%

41.8%

2.7% 1.1% 0.7% 1.3%
0%

20%

40%

60%

80%

同
居
の
家
族

別
居
の
家
族
・親
戚

近
所
の
人

友
人
・知
人

自
主
防
災
組
織

民
生
委
員
・児
童
委
員

行
政
（市
役
所
な
ど
）

社
会
福
祉
協
議
会

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

そ
の
他

問 29 あなたは、もし被災したら、誰を頼りにしますか。（MA） 

⚫ 「同居の家族」（71.5％）が最も高く、「別居の家族・親戚」（55.4％）、「行政（市役所など）」

（41.8％）と続きます。 

No.   数 % 

1 同居の家族 641 71.5% 

2 別居の家族・親戚 497 55.4% 

3 近所の人 205 22.9% 

4 友人・知人 158 17.6% 

5 自主防災組織（区長・自治会長など） 114 12.7% 

6 民生委員・児童委員 11 1.2% 

7 行政（市役所など） 375 41.8% 

8 社会福祉協議会 24 2.7% 

9 ケアマネジャー 10 1.1% 

10 ＮＰＯ法人 6 0.7% 

11 その他 12 1.3% 

  無回答 14 1.6% 

  全体 897 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年代別（問２）結果 

⚫ いずれの年代も「同居の家族」が最も高くなっています。 

  
 

回
答
者
数 

同
居
の
家
族 

別
居
の
家
族
・
親
戚 

近
所
の
人 

友
人
・
知
人 

自
主
防
災
組
織
（
区
長
・

自
治
会
長
な
ど
） 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

行
政
（
市
役
所
な
ど
） 

社
会
福
祉
協
議
会 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

そ
の
他 

  全体 897 71.5% 55.4% 22.9% 17.6% 12.7% 1.2% 41.8% 2.7% 1.1% 0.7% 1.3% 

年

代

別 

29歳以下 71 85.9% 29.6% 14.1% 25.4% 9.9% 1.4% 38.0% 1.4% 0.0% 1.4% 5.6% 

30歳～39歳 73 79.5% 60.3% 19.2% 26.0% 6.8% 0.0% 45.2% 0.0% 0.0% 2.7% 1.4% 

40歳～49歳 140 68.6% 60.7% 18.6% 18.6% 5.7% 0.0% 41.4% 2.1% 0.7% 0.7% 2.9% 

50歳～64歳 277 72.6% 60.3% 23.8% 17.0% 11.2% 0.0% 40.4% 0.0% 0.4% 0.7% 0.4% 

65歳以上 331 67.1% 54.1% 26.6% 14.2% 18.7% 3.0% 43.5% 6.0% 2.4% 0.0% 0.6% 
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決めている
34.7%

決めていない
63.4%

無回答
1.9%

問 30 台風や集中豪雨などで水害の恐れがあるとき、誰とどのように、どこへ避難する

か、決めていますか。（SA） 

⚫ 約６割が「決めていない」と回答しています。 

No.   数 % 

1 決めている 311 34.7% 

2 決めていない 569 63.4% 

  無回答 17 1.9% 

  全体 897 100.0% 

 

 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下、４０歳以上の約６割、3０歳～39歳の約７割が「決めていない」と回答しています。 

  
 

回
答
者
数 

決
め
て
い
る 

決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

  全体 897 34.7% 63.4% 1.9% 

年
代
別 

29歳以下 71 36.6% 63.4% 0.0% 

30歳～39歳 73 30.1% 69.9% 0.0% 

40歳～49歳 140 35.0% 65.0% 0.0% 

50歳～64歳 277 31.4% 66.4% 2.2% 

65歳以上 331 38.4% 58.6% 3.0% 
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自発的に手助けする、手

助けしてもいい
47.4%

町内会から要請があれ

ば、手助けする
19.0%

行政から要請があれ

ば、手助けする
4.6%

手助けできない、手

助けしない
4.8%

わからない
20.4%

無回答
3.9%

問 31 あなたは、災害などの緊急時に、自力で避難できない高齢者や障がい者など自力

で避難できない方がいた場合、どう対応しますか。現時点のお考えとしてお答え

ください。（SA） 

⚫ 約５割が「自発的に手助けする、手助けしてもいい」と回答しています。 

No.  数 % 

1 
自発的に手助けする、

手助けしてもいい 
425 47.4% 

2 
町内会から要請があれ

ば、手助けする 
170 19.0% 

3 
行政から要請があれ

ば、手助けする 
41 4.6% 

4 
手助けできない、手助

けしない 
43 4.8% 

5 わからない 183 20.4% 

  無回答 35 3.9% 

  全体 897 100.0% 

 

■年代別（問２）結果 

⚫ 49歳以下、65歳以上の約４割、5０歳～64歳の約５割が「自発的に手助けする、手助けしてもい

い」と回答しています。 

  
 

回
答
者
数 

自
発
的
に
手
助
け
す
る
、

手
助
け
し
て
も
い
い 

町
内
会
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
手
助
け
す
る 

行
政
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
手
助
け
す
る 

手
助
け
で
き
な
い
、
手
助

け
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 47.4% 19.0% 4.6% 4.8% 20.4% 3.9% 

年

代

別 

29歳以下 71 45.1% 14.1% 2.8% 4.2% 31.0% 2.8% 

30歳～39歳 73 45.2% 12.3% 9.6% 8.2% 23.3% 1.4% 

40歳～49歳 140 45.7% 17.9% 4.3% 6.4% 23.6% 2.1% 

50歳～64歳 277 49.8% 22.4% 4.3% 3.6% 17.3% 2.5% 

65歳以上 331 46.8% 19.3% 4.2% 4.5% 18.7% 6.3% 
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知っている
6.9%

制度内容までは

知らない
18.8%

知らない
69.9%

無回答
4.3%

問 32 あなたは、避難行動要支援者制度を知っていますか。（SA） 

⚫ 約７割が「知らない」と回答しています。 

No.   数 % 

1 知っている 62 6.9% 

2 

名前を聞いたことはある

が、制度内容までは知ら

ない 

169 18.8% 

3 知らない 627 69.9% 

  無回答 39 4.3% 

  全体 897 100.0% 

 

 

■性別（問１）結果 

⚫ 男性では約６割、女性では約７割が「知らない」と回答しています。 

■年代別（問２）結果 

⚫ 29歳以下の約９割、3０歳～49歳の約８割、50歳～64歳の約７割、65歳以上の約５割が「知らな

い」と回答しています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 高須、東江、今尾、城山、石津の約７割、吉里、大江、西江、下多度の約６割、海西の約８割が「知ら

ない」と回答しています。 

■家族構成別（問４）結果 

⚫ ひとり暮らしの約５割、夫婦のみの約６割、二世代家族、三世代家族の約７割が「知らない」と回

答しています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「生まれたときから住んでいる」、「海津市出身ではないが、転入してきた」の約７割、「Ｕターンし

てきた」の約８割が「知らない」と回答しています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ 20年未満の約８割、20年以上の約７割が「知らない」と回答しています。 
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回
答
者
数 

知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
が
、
制

度
内
容
ま
で
は
知

ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 6.9% 18.8% 69.9% 4.3% 

性別 
男性 385 7.3% 20.8% 66.2% 5.7% 

女性 502 6.8% 17.5% 72.5% 3.2% 

年代別 

29歳以下 71 0.0% 2.8% 95.8% 1.4% 

30歳～39歳 73 5.5% 9.6% 83.6% 1.4% 

40歳～49歳 140 7.1% 10.0% 81.4% 1.4% 

50歳～64歳 277 4.3% 19.1% 73.3% 3.2% 

65歳以上 331 10.9% 27.8% 53.8% 7.6% 

地区別 

高須 137 5.8% 19.7% 70.8% 3.6% 

吉里 47 12.8% 21.3% 63.8% 2.1% 

東江 57 5.3% 14.0% 73.7% 7.0% 

大江 33 9.1% 21.2% 66.7% 3.0% 

西江 49 14.3% 22.4% 61.2% 2.0% 

今尾 116 5.2% 17.2% 72.4% 5.2% 

海西 77 3.9% 11.7% 80.5% 3.9% 

下多度 53 11.3% 26.4% 58.5% 3.8% 

城山 154 8.4% 18.2% 68.2% 5.2% 

石津 167 4.2% 19.8% 72.5% 3.6% 

家族構

成別 

ひとり暮らし 51 5.9% 31.4% 56.9% 5.9% 

夫婦のみ 215 7.0% 22.8% 65.1% 5.1% 

二世代家族 407 5.9% 16.5% 73.5% 4.2% 

三世代家族 183 9.8% 16.9% 71.0% 2.2% 

兄弟や姉妹と同居 8 12.5% 12.5% 37.5% 37.5% 

友人や知人と同居 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

その他 25 0.0% 12.0% 88.0% 0.0% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 7.7% 20.2% 67.5% 4.6% 

Ｕターン 91 6.6% 11.0% 79.1% 3.3% 

転入してきた 326 6.1% 19.6% 70.6% 3.7% 

居住年

数別 

5年未満 29 0.0% 13.8% 82.8% 3.4% 

5～10 年未満 32 3.1% 18.8% 78.1% 0.0% 

10～20年未満 68 2.9% 8.8% 85.3% 2.9% 

20年以上 636 7.7% 20.3% 67.5% 4.6% 
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思う
5.7%

どちらかとい

えば思う
16.5%

どちらかといえば

思わない
24.1%

思わない
18.1%

わからない
30.8%

無回答
4.9%

福祉のまちづくり等に関して 

問 33 あなたは、犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。（SA） 

⚫ 「思う」（5.7％）、「どちらかといえば思う」（16.5％）をあわせると約２割が協力の意向を持って

います。 

⚫ 平成30年度に国が実施した「再犯防止対策に関する世論調査」の結果と比較すると、協力の意

向を持っている割合が少なく、多くが「わからない」と回答しています。 

No.   
今回調査 Ｈ30世論調査 

数 % ％ 

1 思う 51 5.7% 17.8% 

2 どちらかといえば思う 148 16.5% 35.7% 

3 どちらかといえば思わない 216 24.1% 25.3% 

4 思わない 162 18.1% 15.4% 

5 わからない 276 30.8% 5.7% 

  無回答 44 4.9% 0.0% 

  全体 897 100.0% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

■年代別（問２）結果 

⚫ 「思う」、「どちらかといえば思う」をあわせると39歳以下と50歳以上の約２割、40歳～49歳の約

１割が協力の意向を持っています。 

  
 

回
答
者
数 

思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
思
わ
な
い 

思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 5.7% 16.5% 24.1% 18.1% 30.8% 4.9% 

年代

別 

29歳以下 71 7.0% 14.1% 18.3% 28.2% 31.0% 1.4% 

30歳～39歳 73 2.7% 20.5% 19.2% 28.8% 27.4% 1.4% 

40歳～49歳 140 2.9% 12.9% 28.6% 32.1% 17.1% 6.4% 

50歳～64歳 277 5.8% 14.8% 26.7% 16.6% 32.5% 3.6% 

65歳以上 331 7.3% 19.0% 22.4% 9.1% 35.3% 6.9% 
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18.6%

10.1%

21.1%

46.7%

29.1%

5.0% 8.0%

0%

20%

40%

60%

直
接
会
っ
て
継
続
的
に
助
言

や
援
助
を
す
る

協
力
雇
用
主
と
し
て
、
犯
罪
を

し
た
人
を
雇
用
す
る

更
生
保
護
施
設
に
お
金
や
品

物
な
ど
を
寄
付
す
る

再
犯
防
止
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

広
報
・啓
発
活
動
に
参
加
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

活
動
の
情
報
を
発
信
す
る

そ
の
他

【問 33で「１」「２」と回答した方対象】 

問 33－１ どのような協力をしたいと思いますか。（MA） 

⚫ 「再犯防止に関するボランティア活動に参加する」（46.7％）が最も高く、「広報・啓発活動に参

加する」（29.1％）、「更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人たちに対して、

一定期間、宿泊場所や食事を提供する民間の施設）にお金や品物などを寄付する」（21.1％）と

続きます。 

No.   数 % 

1 犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする 37 18.6% 

2 
協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯罪

をした人を雇用する 
20 10.1% 

3 

更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人たちに対し

て、一定期間、宿泊場所や食事を提供する民間の施設）にお金や品物など

を寄付する 

42 21.1% 

4 再犯防止に関するボランティア活動に参加する 93 46.7% 

5 広報・啓発活動に参加する 58 29.1% 

6 インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する 10 5.0% 

7 その他 16 8.0% 

  無回答 6 3.0% 

  全体 199 - 
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45.0%

36.8%

56.9%

9.3%

37.3%

24.3%

8.2%

14.3%

8.5%
4.8%

0%

20%

40%

60%

自
分
や
家
族
の
身
に
何
か
起
き
な
い
か
不
安

か
か
わ
り
を
持
ち
た
く
な
い

ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

自
分
自
身
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い

時
間
的
余
裕
が
な
い

興
味
が
な
い

支
援
な
ど
は
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
べ
き

犯
罪
を
し
た
人
に
支
援
な
ど
す
る
べ
き
で
は
な
い

そ
の
他

【問 33で「３」「４」と回答した方対象】 
問 33－２ 協力したいと思わない理由を教えてください。（MA） 

⚫ 「犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから」（56.9％）が最も高く、「自分や家

族の身に何か起きないか不安だから」（45.0％）と続きます。 

No.   数 % 

1 自分や家族の身に何か起きないか不安だから 170 45.0% 

2 犯罪をした人と、かかわりを持ちたくないから 139 36.8% 

3 犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから 215 56.9% 

4 自分自身にメリットがないから 35 9.3% 

5 具体的なイメージがわかないから 141 37.3% 

6 時間的余裕がないから 92 24.3% 

7 興味がないから 31 8.2% 

8 
犯罪をした人への支援などは国や地方公共団体が行うべきだ

から 
54 14.3% 

9 犯罪をした人に支援などするべきではないから 32 8.5% 

10 その他 18 4.8% 

  無回答 2 0.5% 

  全体 378 - 
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5.5%

3.8%

34.7%

33.7%

15.8%

17.8%

13.3%

14.5%

27.3%

26.8%

3.5%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

住みやすいまちだと思う まあ住みやすいまちだと思う

やや住みにくいまちだと思う 住みにくいまちだと思う

わからない 無回答

問 34 海津市は、福祉の面から見て住みやすいまちだと思いますか。（SA） 

⚫ 「住みやすいまちだと思う」（3.8％）、「まあ住みやすいまちだと思う」（33.7％）をあわせると約４

割が住みやすいと考えています。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 住みやすいまちだと思う  34 3.8% 5.5% 

2 まあ住みやすいまちだと思う 302 33.7% 34.7% 

3 やや住みにくいまちだと思う 160 17.8% 15.8% 

4 住みにくいまちだと思う 130 14.5% 13.3% 

5 わからない 240 26.8% 27.3% 

  無回答 31 3.5% 3.5% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■年代別（問２）結果 

⚫ 「住みやすいまちだと思う」と「まあ住みやすいまちだと思う」をあわせると、29歳以下と65歳以上

の約４割、30歳～39歳の約２割、40歳～64歳の約３割が住みやすいと考えています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 「住みやすいまちだと思う」と「まあ住みやすいまちだと思う」をあわせると、大江の約６割が突出し

て高くなっています。その他の地区は、高須、東江、今尾、城山の約４割、海西、下多度、石津の約３

割、吉里、西江の約２割が住みやすいと考えています。 

⚫ 本問は「福祉の面から見て」の住みよさであるため、福祉・医療等の充実と一定の関係性がみら

れます。特に割合の高かった大江地区においては、海津市医師会病院があることに加え、多数の

福祉施設が集積していることが関係していると考えられます。また、住みやすいと回答した割合の

低かった吉里、西江には、いずれも医療施設がありません。 

【各地区の社会資源】 

  
 

「
住
み
や
す
い
」
と
「
ま
あ

住
み
や
す
い
」
の
合
計 

福
祉
施
設
数 

医
療
施
設
数 

( 
)

は
そ
の
う
ち
の
歯
科
数 

教
育
施
設
数 

地区 

高須 38.7% 10 8(4) 4 

吉里 23.4% 3 0(0) 2 

東江 40.4% 1 1(0) 2 

大江 63.6% 11 2(1) 1 

西江 20.4% 1 0(0) 1 

今尾 44.0% 6 6(3) 5 

海西 33.8% 3 2(0) 3 

下多度 32.1% 6 1(0) 2 

城山 38.3% 9 4(2) 5 

石津 36.5% 11 10(4) 3 

※各施設数は、令和３年度地区福祉活動計画による。 

 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ いずれの居住歴の方も「住みやすいまちだと思う」と「まあ住みやすいまちだと思う」をあわせる

と、約4割が住みやすいと考えています。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ 「住みやすいまちだと思う」と「まあ住みやすいまちだと思う」をあわせると、５年未満の約２割、５～

１０年未満と20年以上の約４割、10～20年未満の約３割が住みやすいと考えています。 
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回
答
者
数 

住
み
や
す
い
ま
ち
だ

と
思
う 

ま
あ
住
み
や
す
い
ま

ち
だ
と
思
う 

や
や
住
み
に
く
い
ま

ち
だ
と
思
う 

住
み
に
く
い
ま
ち
だ

と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 897 3.8% 33.7% 17.8% 14.5% 26.8% 3.5% 

年代別 

29歳以下 71 7.0% 31.0% 14.1% 12.7% 32.4% 2.8% 

30歳～39歳 73 2.7% 21.9% 19.2% 19.2% 35.6% 1.4% 

40歳～49歳 140 2.1% 31.4% 18.6% 17.1% 28.6% 2.1% 

50歳～64歳 277 2.2% 29.2% 18.4% 18.4% 29.2% 2.5% 

65歳以上 331 5.4% 41.1% 17.8% 9.7% 20.8% 5.1% 

地区別 

高須 137 4.4% 34.3% 17.5% 13.9% 25.5% 4.4% 

吉里 47 0.0% 23.4% 25.5% 19.1% 27.7% 4.3% 

東江 57 3.5% 36.8% 14.0% 22.8% 19.3% 3.5% 

大江 33 12.1% 51.5% 15.2% 6.1% 15.2% 0.0% 

西江 49 0.0% 20.4% 26.5% 24.5% 28.6% 0.0% 

今尾 116 6.0% 37.9% 12.1% 11.2% 30.2% 2.6% 

海西 77 5.2% 28.6% 15.6% 11.7% 36.4% 2.6% 

下多度 53 1.9% 30.2% 17.0% 20.8% 26.4% 3.8% 

城山 154 2.6% 35.7% 18.2% 14.3% 24.7% 4.5% 

石津 167 3.6% 32.9% 20.4% 12.0% 27.5% 3.6% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 3.8% 32.0% 20.2% 13.9% 26.8% 3.3% 

Ｕターン 91 2.2% 33.0% 17.6% 12.1% 35.2% 0.0% 

転入してきた 326 4.3% 35.3% 15.3% 17.2% 24.8% 3.1% 

居住年

数別 

5年未満 29 0.0% 24.1% 10.3% 24.1% 37.9% 3.4% 

5～10 年未満 32 3.1% 34.4% 18.8% 18.8% 25.0% 0.0% 

10～20年未満 68 8.8% 23.5% 16.2% 13.2% 36.8% 1.5% 

20年以上 636 3.3% 35.4% 18.4% 14.0% 25.3% 3.6% 
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17.9%

16.5%

59.2%

58.2%

17.3%

16.9%

2.4%

4.6%

3.2%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査
(n=660)

今回調査
(n=897)

とても愛着がある ある程度愛着がある あまり愛着がない

まったく愛着がない 無回答

問 35 あなたは、お住まいの地域に愛着をお持ちですか。（SA） 

⚫ 「とても愛着がある」（16.5％）、「ある程度愛着がある」（58.2％）をあわせると約７割が愛着を

持っています。前回調査と比較すると、傾向に大差はみられません。 

No.   今回調査 
前回調査 

（n=660） 

    数 % % 

1 とても愛着がある 148 16.5% 17.9% 

2 ある程度愛着がある 522 58.2% 59.2% 

3 あまり愛着がない 152 16.9% 17.3% 

4 まったく愛着がない 41 4.6% 2.4% 

  無回答 34 3.8% 3.2% 

  全体 897 100.0% 100.0% 
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■年代別（問２）結果 

⚫ 「とても愛着がある」と「ある程度愛着がある」をあわせると、29歳以下の約６割、30歳～64歳の

約７割、65歳以上の約８割が愛着を持っています。 

■地区別（問３）結果 

⚫ 「とても愛着がある」と「ある程度愛着がある」をあわせると、大江、今尾、城山の約８割、高須、東

江、西江、海西、下多度、石津の約７割、吉里の約６割が愛着を持っています。 

■居住歴別（問６）結果 

⚫ 「とても愛着がある」と「ある程度愛着がある」をあわせると、生まれたときから居住している方が

最も高く、次いでＵターンが高く、市内で生まれた方のほうが愛着を強く持つ傾向がみられます。 

■居住年数別（問６）結果 

⚫ 「とても愛着がある」と「ある程度愛着がある」をあわせると、５年未満の約４割、５～10年未満の

約５割、10～20年未満の約７割、20年以上の約８割が愛着を持っています。 

  
 

回
答
者
数 

と
て
も
愛
着

が
あ
る 

あ
る
程
度 

愛
着
が
あ
る 

あ
ま
り
愛
着

が
な
い 

ま
っ
た
く 

愛
着
が
な
い 

無
回
答 

  全体 897 16.5% 58.2% 16.9% 4.6% 3.8% 

年代別 

29歳以下 71 16.9% 49.3% 19.7% 11.3% 2.8% 

30歳～39歳 73 15.1% 56.2% 20.5% 6.8% 1.4% 

40歳～49歳 140 10.7% 57.9% 23.6% 5.0% 2.9% 

50歳～64歳 277 13.4% 59.9% 18.1% 5.4% 3.2% 

65歳以上 331 22.1% 59.2% 11.8% 1.8% 5.1% 

地区別 

高須 137 12.4% 56.9% 23.4% 2.9% 4.4% 

吉里 47 8.5% 48.9% 31.9% 6.4% 4.3% 

東江 57 15.8% 57.9% 12.3% 10.5% 3.5% 

大江 33 30.3% 51.5% 15.2% 3.0% 0.0% 

西江 49 20.4% 49.0% 24.5% 6.1% 0.0% 

今尾 116 25.0% 56.9% 11.2% 3.4% 3.4% 

海西 77 16.9% 59.7% 14.3% 5.2% 3.9% 

下多度 53 11.3% 58.5% 22.6% 3.8% 3.8% 

城山 154 14.9% 67.5% 11.7% 1.3% 4.5% 

石津 167 15.6% 57.5% 15.6% 7.2% 4.2% 

居住歴

別 

生まれたときから 366 23.0% 56.6% 12.6% 4.1% 3.8% 

Ｕターン 91 13.2% 62.6% 20.9% 3.3% 0.0% 

転入してきた 326 9.5% 59.8% 20.9% 5.8% 4.0% 

居住年

数別 

5年未満 29 10.3% 34.5% 41.4% 10.3% 3.4% 

5～10 年未満 32 3.1% 53.1% 28.1% 15.6% 0.0% 

10～20年未満 68 14.7% 55.9% 20.6% 5.9% 2.9% 

20年以上 636 16.4% 61.2% 15.6% 3.1% 3.8% 
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16.9%

8.5%

37.5%

10.9%
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11.9%
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22.4%

17.9%
17.4% 18.3%
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1.7%
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40%

地
域
活
動
参
加
の
促
進
や

支
援
、
拠
点
の
整
備

住
民
が
共
に
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
へ
の
支
援

地
域
の
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

自
由
な
交
流
の
場
の
設
定

地
域
に
お
け
る
福
祉
や
保
健
に
関
す
る

活
動
の
中
心
と
な
る
人
材
の
育
成

社
会
福
祉
活
動
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
、

参
加
を
促
す
た
め
の
福
祉
教
育
の
充
実

保
健
福
祉
に
関
す
る

情
報
提
供
や
案
内
の
充
実

健
康
増
進
・維
持
の
た
め
の
相
談
や

訪
問
指
導
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

健
康
診
査
・が
ん
検
診
等
の

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

児
童
の
福
祉
施
設
の
整
備

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
在
宅
生
活

を
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
の

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実

通
院
や
外
出
等
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

公
共
の
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
を
保
護
す
る

権
利
擁
護
や
苦
情
対
応
等
の
取
り
組
み

生
活
困
窮
者
に
対
す
る

専
門
的
な
相
談
支
援
の
充
実

そ
の
他

現在 今後

問 36 海津市の福祉に関する施策として、現在、次のうちどれが充実しているとお考え
ですか。また、今後、海津市が取り組む福祉に関する施策として、次のうちどれ

を優先して充実させるべきだと思いますか。（MA） 

⚫ 現在、充実している項目としては「健康診査・がん検診等の保健医療サービスの充実」（37.5％）

が突出して高くなっています。 

⚫ 今後、充実させるべき項目としては「通院や外出等の送迎サービス」（40.9％）、「高齢者や障が

いのある人が、在宅生活を続けられるサービスの充実」（30.7％）と続きます。 

No.   

現在 今後 

数 % 数 % 

1 ボランティア等の地域活動参加の促進や支援、拠点の整備 83 9.3% 146 16.3% 

2 
住民が共に支え合う仕組みづくりへの支援（住民同士や行政との協

力・連絡等支え合う組織） 
110 12.3% 187 20.8% 

3 地域の住民が気軽に立ち寄れる自由な交流の場の設定 86 9.6% 201 22.4% 

4 地域における福祉や保健に関する活動の中心となる人材の育成 69 7.7% 161 17.9% 

5 
社会福祉活動への理解や関心を高め、参加を促すための福祉教育の

充実 
52 5.8% 156 17.4% 

6 保健福祉に関する情報提供や案内の充実 152 16.9% 164 18.3% 

7 健康増進・維持のための相談や訪問指導等サービスの充実 76 8.5% 102 11.4% 

8 健康診査・がん検診等の保健医療サービスの充実 336 37.5% 202 22.5% 

9 高齢者、障がいのある人、児童の福祉施設の整備 98 10.9% 159 17.7% 

10 高齢者や障がいのある人が、在宅生活を続けられるサービスの充実 123 13.7% 275 30.7% 

11 高齢者や障がいのある人等の避難行動要支援者に対する支援の充実 41 4.6% 140 15.6% 

12 通院や外出等の送迎サービス 161 17.9% 367 40.9% 

13 
公共の場（道路、病院、公共施設、公共交通機関等）のバリアフリ

ー化 
134 14.9% 140 15.6% 

14 身近なところでの相談窓口の充実 107 11.9% 202 22.5% 

15 サービス利用者等を保護する権利擁護や苦情対応等の取り組み 39 4.3% 74 8.2% 

16 生活困窮者に対する専門的な相談支援の充実 61 6.8% 167 18.6% 

17 その他 15 1.7% 15 1.7% 

  無回答 287 32.0% 103 11.5% 

  全体 897 - 897 - 
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成
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情
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や
案
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実

健
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進
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た
め
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相
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訪
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実

健
康
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査
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検
診
等
の

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
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、
障
が
い
の
あ
る
人
、

児
童
の
福
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施
設
の
整
備

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
在
宅
生
活

を
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
の

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
の
…

通
院
や
外
出
等
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

公
共
の
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
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充
実

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
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護
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擁
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生
活
困
窮
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す
る

専
門
的
な
相
談
支
援
の
充
実

そ
の
他

前回調査(n=660) 今回調査(n=897)

■前回調査との比較 
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■年代別（問２）結果 

①現在 

⚫ いずれの年代も「健康診査・がん検診等の保健医療サービスの充実」が最も高くなっています。 

  
 

回
答
者
数 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域
活
動
参
加
の
促
進
や 

支
援
、
拠
点
の
整
備 

住
民
が
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
へ
の
支
援
（
住

民
同
士
や
行
政
と
の
協
力
・
連
絡
等
支
え
合
う
組
織
） 

地
域
の
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る 

自
由
な
交
流
の
場
の
設
定 

地
域
に
お
け
る
福
祉
や
保
健
に
関
す
る 

活
動
の
中
心
と
な
る
人
材
の
育
成 

社
会
福
祉
活
動
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
、 

参
加
を
促
す
た
め
の
福
祉
教
育
の
充
実 

保
健
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
や
案
内
の
充
実 

健
康
増
進
・
維
持
の
た
め
の
相
談
や 

訪
問
指
導
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
の
保
健
医
療 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、 

児
童
の
福
祉
施
設
の
整
備 

  全体 897 9.3% 12.3% 9.6% 7.7% 5.8% 16.9% 8.5% 37.5% 10.9% 

年

代

別 

29歳以下 71 8.5% 9.9% 5.6% 4.2% 4.2% 9.9% 7.0% 22.5% 19.7% 

30歳～39歳 73 5.5% 15.1% 6.8% 5.5% 2.7% 15.1% 6.8% 32.9% 19.2% 

40歳～49歳 140 6.4% 12.9% 11.4% 7.1% 7.9% 12.9% 8.6% 42.9% 10.0% 

50歳～64歳 277 9.0% 11.6% 10.8% 8.7% 5.4% 17.7% 8.7% 31.8% 8.7% 

65歳以上 331 11.5% 12.4% 9.4% 8.5% 6.0% 20.2% 9.1% 44.4% 9.4% 

 
 

  
 

回
答
者
数 

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
在
宅
生
活

を
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
の
避
難
行
動

要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実 

通
院
や
外
出
等
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス 

公
共
の
場
（
道
路
、
病
院
、
公
共
施
設
、
公

共
交
通
機
関
等
）
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
の
充
実 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
を
保
護
す
る 

権
利
擁
護
や
苦
情
対
応
等
の
取
り
組
み 

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
専
門
的
な 

相
談
支
援
の
充
実 

そ
の
他 

  全体 897 13.7% 4.6% 17.9% 14.9% 11.9% 4.3% 6.8% 1.7% 

年

代

別 

29歳以下 71 7.0% 1.4% 9.9% 21.1% 14.1% 5.6% 7.0% 2.8% 

30歳～39歳 73 13.7% 5.5% 16.4% 16.4% 12.3% 5.5% 13.7% 4.1% 

40歳～49歳 140 12.9% 4.3% 14.3% 17.1% 9.3% 2.9% 7.9% 0.7% 

50歳～64歳 277 13.0% 4.3% 16.2% 15.2% 13.4% 5.8% 5.8% 1.4% 

65歳以上 331 16.3% 5.4% 23.3% 12.4% 11.2% 3.3% 5.7% 1.5% 

 
  



86 

■年代別（問２）結果 

②今後 

⚫ 40～49歳を除いては、「通院や外出等の送迎サービス」の割合が最も高くなっています。30～39

歳においては「健康診査・がん検診等の保健医療サービスの充実」も高く、40～49歳においては

「高齢者や障がいのある人が、在宅生活を続けられるサービスの充実」が最も高くなっています。 

⚫ 「通院や外出等の送迎サービス」への課題感が全体的に高く、65歳以上における割合が特に高

くなっていますが、30～39歳においても割合が高くなっています。これから移動支援が必要になる

親のいる若い世代の不安感があらわれていることがうかがえます。 

  
 

回
答
者
数 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域
活
動
参
加
の

促
進
や
支
援
、
拠
点
の
整
備 

住
民
が
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

へ
の
支
援
（
住
民
同
士
や
行
政
と
の
協

力
・
連
絡
等
支
え
合
う
組
織
） 

地
域
の
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
自

由
な
交
流
の
場
の
設
定 

地
域
に
お
け
る
福
祉
や
保
健
に
関
す
る

活
動
の
中
心
と
な
る
人
材
の
育
成 

社
会
福
祉
活
動
へ
の
理
解
や
関
心
を 

高
め
、
参
加
を
促
す
た
め
の
福
祉
教
育

の
充
実 

保
健
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
や
案
内

の
充
実 

健
康
増
進
・
維
持
の
た
め
の
相
談
や
訪

問
指
導
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
の
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
児
童
の

福
祉
施
設
の
整
備 

  全体 897 16.3% 20.8% 22.4% 17.9% 17.4% 18.3% 11.4% 22.5% 17.7% 

年

代

別 

29歳以下 71 23.9% 11.3% 23.9% 11.3% 8.5% 19.7% 16.9% 23.9% 16.9% 

30歳～39歳 73 17.8% 17.8% 27.4% 9.6% 15.1% 19.2% 9.6% 45.2% 19.2% 

40歳～49歳 140 14.3% 17.9% 19.3% 20.7% 21.4% 21.4% 13.6% 27.1% 23.6% 

50歳～64歳 277 20.2% 21.3% 17.3% 18.4% 18.4% 19.5% 9.4% 18.4% 16.6% 

65歳以上 331 12.1% 24.2% 26.3% 19.9% 17.5% 15.7% 11.2% 18.7% 16.3% 

 

  
 

回
答
者
数 

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
在
宅

生
活
を
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
の
避
難

行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実 

通
院
や
外
出
等
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス 

公
共
の
場
（
道
路
、
病
院
、 

公
共
施
設
、
公
共
交
通
機
関
等
） 

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
の
充
実 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
を
保
護
す
る 

権
利
擁
護
や
苦
情
対
応
等
の
取
り
組
み 

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
専
門
的
な 

相
談
支
援
の
充
実 

そ
の
他 

  全体 897 30.7% 15.6% 40.9% 15.6% 22.5% 8.2% 18.6% 1.7% 

年

代

別 

29歳以下 71 12.7% 8.5% 25.4% 19.7% 21.1% 2.8% 14.1% 4.2% 

30歳～39歳 73 20.5% 12.3% 45.2% 26.0% 17.8% 9.6% 23.3% 2.7% 

40歳～49歳 140 30.7% 21.4% 30.0% 14.3% 17.9% 8.6% 20.7% 0.7% 

50歳～64歳 277 26.4% 13.4% 40.8% 16.2% 26.4% 7.2% 17.0% 1.8% 

65歳以上 331 40.2% 17.5% 48.3% 12.7% 23.0% 10.0% 19.3% 1.2% 
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○地域や家族のあり方が昔とは異なることにより、新たに起きていると思う地域の問題が
あれば、お書きください。 

⚫ 201人の方から記入いただきました。 

⚫ 「少子高齢化、地域のつながりの希薄化などへの不安等」、「移動支援・地域交通の利便性向

上」が特に多く、「少子高齢化、地域のつながりの希薄化などへの不安等」にはひとり暮らし高齢

者の増加について懸念する声が多くみられ、「移動支援・地域交通の利便性向上」には通院と買

い物の不便さに言及したものが多くみられました。 

⚫ 全体として、地域の高齢化や地域のつながりの希薄化から派生する課題やそれに対する不満に

関する記載がほとんどを占めており、引き続き対応を検討していく必要があります。 

分類 件数 

少子高齢化、地域のつながりの希薄化などへの不安等 26 

移動支援・地域交通の利便性向上 26 

地域活動の推進 21 

高齢者の孤立支援 17 

道路整備の推進 17 

空き家対策の推進 16 

多世代交流の推進 14 

相談支援の充実 13 

医療・福祉サービスの充実 12 

ボランティアの体制強化 9 

情報発信の充実 6 

アンケートに関すること 4 

防災対策の推進 3 

その他 36 

 ※一人の方から複数意見があった場合はそれぞれ計上しています。 
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（５）調査票 

 

 

問１ あなたの性別はどちらですか。（どちらかに○） 

 

 

 

問２ あなたの年齢は、何歳ですか。（１つだけ○・令和３年９月１日現在満年齢） 

 

 

 

 

 

問３ あなたは、現在どの地域（小学校区）にお住まいですか。 

（わからない場合は次の地区一覧をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

地区一覧 

高須 吉里 東江 大江 西江 

福岡、高須、西小

島、東小島、萱野、

内記、札野、馬目、

平原、高須町、稲山

(柳港)、深浜、五町 

松木、瀬古、神桐、

成戸、福一色、田

中、鹿野 

秋江、草場、大和

田、駒ヶ江、長瀬、

日原、立野、長久保 

石亀、森下、外浜、

古中島、福江、金

廻、油島 

稲山(梶屋)、本阿弥

新田、宮地、安田新

田、安田、帆引新

田、七右エ門新田、

万寿新田、沼新田、

江東 

今尾 海西 下多度 城山 石津 

今尾 (四ッ谷を含

む)、土倉、脇野、西

島、高田、三郷、仏

師川 

蛇池、者結、幡長、

野寺、岡、須賀、勝

賀 

津屋、志津新田、志

津 

戸田、徳田、庭田、

駒野、駒野新田、早

瀬、奥条、羽沢、上

野河戸、山崎、安江

(山崎さくらヶ丘) 

安江(山崎さくらヶ丘

を除く )、太田、吉

田、松山、境、田鶴 

 

１ 男性    ２ 女性 

１ １８歳・１９歳   ４ ４０歳から４９歳まで  ７ ７５歳以上 

２ ２０歳から２９歳まで  ５ ５０歳から６４歳まで   

３ ３０歳から３９歳まで  ６ ６５歳から７４歳まで   

Ⅰ あなた自身についておたずねします。 

１ 高須    ５ 西江    ９ 城山 

２ 吉里    ６ 今尾    10 石津 

３ 東江    ７ 海西 

４ 大江    ８ 下多度 
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問４ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたのお住まいはどのような形態ですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問６ あなたは海津市（旧海津郡含む）に住んで何年（通算）になりますか。 

（居住歴、年数（通算）それぞれ１つに〇） 

居住歴 年数（通算） 

１ 生まれたときから住んでいる １ １年未満 ４ 10～20年未満 

２ Ｕターンしてきた ２ １～５年未満 ５ 20年以上 

３ 海津市出身ではないが、転入してきた ３ ５～10年未満  

 

問７ あなたやご家族には、介護・介助を必要とする方がいますか。（どちらかに○） 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは生活する上で困ったとき、誰に相談しますか。又は相談しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１ 家族 ８ 行政相談委員・人権擁護委員 

２ 親戚 ９ 医療機関（医師・看護師等） 

３ 近所の人 10 社会福祉法人等の民間団体（社会福祉協議会等） 

４ 友人・知人 11 行政（市役所の担当課や相談窓口等） 

５ 学校の先生・恩師 12 その他 

６ 区・自治会等の役員  （具体的に                         ） 

７ 民生委員・児童委員 13 相談できる人はいない 

  

１ ひとり暮らし     ５ 兄弟や姉妹と同居 

２ 夫婦のみ     ６ 友人や知人と同居 

３ 二世代家族（親と子）    ７ その他（                     ） 

４ 三世代家族（親と子と孫） 

１ 持ち家（一戸建て）    ４ 市営住宅・公営住宅 

２ 民間の賃貸住宅（一戸建て）   ５ その他（                     ） 

３ 民間の賃貸住宅（マンション等の集合住宅）  

 

１ いる    ２ いない 

Ⅱ 地域との関わりについておたずねします。 
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問９ あなたは、普段近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは、近所に住んでいる、何らかの支援を必要としている方（ひとり暮らしの

高齢者・介護をしている家族、子育て中の家族等）への支援（日常生活上の手助け・

お手伝い）について、最も近い考えはどれですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは、現在もしくは将来的に日常生活が不自由になったとき、地域でどのよ

うな手助けをしてほしいと思いますか。（○は５つまで） 

１ 安否確認の声かけ 10 介護・子育ての相談 

２ 話し相手 11 短時間の子どもの預かり 

３ 悩みごとの相談 12 病院などへの送迎 

４ 生活必需品などの買い物 13 外出時等の付き添い 

５ ゴミ出し 14 市役所の書類などの作成支援 

６ 日常の掃除・洗濯 15 生活に必要な情報を得ること 

７ 家周りの掃除・草取り 16 地震など災害時の支援 

８ 食事のしたく・調理 17 その他（具体的に                ） 

９ 簡単な力仕事 18 特にない  

 

１ 特に用事がなくても行き来し、世話をしたりする家族同様の付き合い 

２ よく行き来はするが、家庭の中までは立ち入らない 

３ 顔をあわせれば立ち話をする程度 

４ 顔をあわせれば挨拶する程度 

５ 近所付き合いはしない 

６ 隣近所にどんな人が住んでいるかわからない 

７ その他（具体的に                                                ） 

１ 近所に住む者として、できる範囲で支援したい 

２ 支援をしたいが、何をすればいいのかわからない 

３ 支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない 

４ 支援は市役所などが行う仕事なので、近所の者がしなくてもよい 

５ 余計なお世話になってしまうので、支援はしない 

６ その他（具体的に                                                ） 

７ わからない 
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問 12 あなたの身近な地域には、あなたも含めた地域住民が優先的に取り組んでいきた

い課題や問題としてどのようなことがあると思いますか。（○は 5つまで） 

１ 乳幼児期の子育て 10 老老介護 

２ 子どもの安全・安心の確保 11 高齢者の見守り体制の確保 

３ 母子家庭や父子家庭の子育て 12 障がいのある人の社会参加や生きがいづくり 

４ 共働き家庭の子どもの生活 13 障がいのある人への生活支援 

５ 青少年の健全育成 14 健康づくりについての人々の意識や知識 

６ いじめや子どもの非行 15 地域の支え合いの意識の希薄化 

７ ひきこもりへの対応 16 子どもや高齢者、障がいのある人等への虐待 

８ 高齢者の社会参加や生きがいづくり 17 その他（具体的に                ） 

９ ひとり暮らし高齢者の生活支援 18 わからない 

 

問 13 今後あなたが行ってみたい地域活動（地域の支え合い）はありますか。 

（○は 5つまで） 

１ 安否確認の声かけ 10 介護・子育ての相談 

２ 話し相手 11 短時間の子どもの預かり 

３ 悩みごとの相談 12 病院などへの送迎 

４ 生活必需品などの買い物 13 外出時等の付き添い 

５ ゴミ出し 14 市役所の書類などの作成支援 

６ 日常の掃除・洗濯 15 生活に必要な情報を得ること 

７ 家周りの掃除・草取り 16 地震など災害時の支援 

８ 食事のしたく・調理 17 その他（具体的に                ） 

９ 簡単な力仕事 18 特にない 

 

  



92 

 

 

問 14 あなたは、現在、区・自治会、老人クラブ、子ども会、ＰＴＡの活動等の地域組織

活動や地域のスポーツ団体・サークル等の活動に参加していますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

【問 14で「１」と回答した方におたずねします。】 

問 14－１ どんな活動に参加していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

【問 14で「１」と回答した方におたずねします。】 

問 14－２ どのような目的で活動していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

【問 14で「２」「３」と回答した方におたずねします。】 

問 14－３ 現在活動していない理由は何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 現在参加している         問１４－１、問１４－２へ 

２ 現在参加していないが、過去に参加したことがある 

３ 参加したことがない 

１ 区・自治会の活動  ４ スポーツ団体・ｻｰｸﾙ等の活動 ７ 地区社会福祉協議会の活動 

２ 地域防災の活動  ５ ＰＴＡの活動   ８ その他 

３ 子ども会の活動  ６ 老人クラブの活動           （具体的に              ） 

１ 支え合いのまちづくりを目指して  ６ 生きがいが感じられるから 

２ 隣近所とのふれあいを求めて   ７ 役が回ってきたから 

３ 自分自身の勉強や意識の向上  ８ ただ何となく 

４ 活動自体が楽しいから   ９ その他 

５ 仲間が増えるから                      （具体的に                  ） 

１ 区・自治会に入っていない  ８ 体調がすぐれない 

２ 勤務等の都合で機会がない  ９ 知り合いがいない 

３ 引越して間もない   10 いやな思いをしたくない 

４ 参加方法がわからない  11 役が回ってこない 

５ 時間がない    12 役回りが終わった 

６ 興味がない    13 その他（具体的に                    ） 

７ 家族の理解が得られない 

問１４－３へ 

Ⅲ 地域組織等への参加・活動状況についておたずねします。 
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問 15 あなたにとって「地域」とは、どういった範囲のことだと思いますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 あなたは現在、ボランティア活動に参加していますか。（１つだけ○） 

※ここでいう「ボランティア活動」とは、自発性・自主性に基づいて行われる活動（有償
のものを含む）をいいます。（区・自治会、老人クラブ、子ども会、ＰＴＡの活動等のような地域組

織活動を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 どのような条件が整えば、ボランティア活動に参加しやすくなると思いますか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ ボランティア活動についておたずねします。 

１ 参加している 

２ 以前に参加したことがあるが、現在参加していない 

３ まったく参加したことはないが、今後参加したい 

４ まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない 

５ その他（具体的に                 ） 

１ 時間や収入にゆとりがあること      

２ 家族に世話の必要な、病人や子ども等がいないこと 

３ 自分が健康であること 

４ 家族の理解や協力が得られること 

５ 共に活動する仲間や友人がいること 

６ 趣味や特技が活かされること 

７ 誰にでも簡単にできること 

８ 家の近くでできること 

９ わずかな時間（２～３時間）でできること 

10 活動に必要なお金の支援があること（例えば活動グループに対する助成金等） 

11 ボランティア講座等、知識や技術を学べる機会や体験の機会があること 

12 その他（具体的に                                               ） 

１ 隣近所    ４ 中学校区  

２ 自分が住んでいる自治会  ５ 海津市全域 

３ 小学校区    ６ その他（具体的に                    ） 
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問 18 ボランティア活動のあり方（謝礼等）について、どのようにお考えですか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 民生委員・児童委員＊について、お答えください。 

 

＊：民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域において常に住民の

立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める方々で

あり、「児童委員」を兼ねています。 

 

問 19－１ あなたの住んでいる地域を担当している民生委員・児童委員を知っていますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 
問 19－２ あなたは、民生委員・児童委員に相談したことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 
 

１ 交通費や材料費等の実費に加え、謝礼の意味での報酬は受けても良いと思う   

２ 交通費や材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う 

３ 材料費等の実費程度であれば受けても良いと思う 

４ ボランティア活動はお金のやり取りはない方が良いと思う 

５ その他（具体的に                                                ） 

６ わからない 

１ 担当している民生委員・児童委員の名前や顔を知っている  

２ 担当している民生委員・児童委員の名前を知っている 

３ 民生委員・児童委員は誰か知らない 

１ 自分のことを相談した 

２ 自分の家族や友人・知人等のことを相談した 

３ 自分のことを近所の人が相談してくれた 

４ 相談しようと思ったが、相談できなかった 

５ 相談したことはない 

Ⅴ 福祉サービスに関する認知度・利用状況やこれからの福祉のあり方について 

おたずねします。 
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問 20 社会福祉協議会＊1について、お答えください。あなたは、海津市社会福祉協議会

の存在や、その活動内容を知っていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

【問 20で「１」と回答した方におたずねします。】 

問 20－１ 海津市社会福祉協議会との関わりの程度はどのくらいですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

【すべての方におたずねします。】 

問 20－２ あなたは、海津市社会福祉協議会の「福祉推進委員＊２」や、その活動内容を

知っていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

問 20－３ あなたは、あなたの地区社会福祉協議会＊３や、その活動内容を知っていますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

＊1：地域住民が主体となって、地域における福祉の問題を解決し改善を図るため、

公私関係者の参加協力を得て組織的に活動を行う、社会福祉法に基づく法人

（民間の非営利団体）です。 

＊２：福祉課題を抱え、地域で困っている人、ひとり暮らし高齢者や障がいのある

人、その他援助を必要とする本人及びその家族に対して、その人々の立場に立

って問題の解決を図ろうとする際の地域福祉の推進者です。自治会ごとに推薦

され社会福祉協議会より委嘱しています。 

＊３：地区社会福祉協議会とは、住民一人ひとりが社会福祉に参加して、地域の中

の支え合いを育てていくための住民組織です。問題解決のための活動や福祉の

風土づくりを進めていく活動をしています。 

 現在、すべての小学校区（10 地区）に設置され、それぞれの地域に根ざした

福祉活動を展開しています。 

１ 知っている         

２ 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない 

３ 知らない 

１ 社会福祉協議会会員として活動を支えている 

２ 活動に参加したり、事業を利用したりしている 

３ 訪問して相談したことがある 

４ よく知っているが、参加や利用したことはない 

５ 社協だより等機関紙を見る程度で知っている 

問２０－２へ 

１ 知っている    ２ 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない    ３ 知らない 

１ 知っている    ２ 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない    ３ 知らない 

問２０－１へ 
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問 20－４ あなたのお住まいの地区の地区社会福祉協議会で取り組んでほしい活動はあ

りますか。また、必要と思われる活動がありましたら、「⑧その他」にご記入を

お願いします。（各項目の番号に１つだけ○） 

項 目 
取り組んで 

ほしい 

取り組んでほしい

とは思わない 
わからない 

①三世代交流事業（子ども・親・祖父母が交

流するスポーツ活動・文化活動等） 
１ ２ ３ 

②買い物・ゴミ出しなどの生活支援サービス １ ２ ３ 

③児童生徒の通学見守り活動 １ ２ ３ 

④高齢者の見守り活動や声かけ １ ２ ３ 

⑤ふれあい・いきいきサロンや認知症カフェ

など通いの場 
１ ２ ３ 

⑥移動・移送サービス １ ２ ３ 

⑦防災意識の向上事業（研修、訓練の実施） １ ２ ３ 

⑧その他（                                      ） 

 

問 21 海津市の福祉に関する機関・施設を利用したことはありますか。 

（各項目の番号に１つだけ○） 

項 目 
利用したこと

がある 

知っている

が、利用した

ことはない 

知らない 

①海津・平田・南濃のいずれかの総合福祉会館 

（ひまわり・やすらぎ会館・ゆとりの森） 
１ ２ ３ 

②海津市地域包括支援センター＊1 １ ２ ３ 

③海津市在宅介護支援センター １ ２ ３ 

④海津市発達支援センター「くるみ」＊2 １ ２ ３ 

⑤海津市くらしサポートセンター＊3 １ ２ ３ 

 

＊1：主に高齢者等が地域生活に困難を抱えた場合、介護予防マネジメント業務及び

権利擁護の視点に基づきながら、介護・福祉・医療・保健等必要な生活支援が

継続的に提供されるように調整する、高齢者への総合的な相談窓口です。海津

市役所東館１階の高齢介護課に設置しています。 

＊2：発達障がいまたは心身の発達に支援を必要とする方に対する相談窓口です。海

津総合福祉会館「ひまわり」の１階に設置しています。 

＊3：生活困窮者に対して、各種相談や社会的・経済的な自立を支援するセンターで

す。海津市役所東館２階の社会福祉課隣に設置しています。 
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問22 あなたは、福祉サービスに関する情報をどの程度入手できているとお考えですか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

【問 23で「１」「２」「３」と回答した方におたずねします。】 
 

 

問 22－１ あなたは、福祉サービスに関する情報を主にどこから入手していますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【すべての方におたずねします。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ かなり入手できている 

２ ある程度入手できている 

３ あまり入手できていない 

４ まったく入手できていない 

５ 入手の必要がない 

 

 

１ 市役所の窓口 

２ 社会福祉協議会の窓口 

３ 医療機関（医師・看護師等） 

４ 各種相談機関（在宅介護支援センター・地域包括支援センター・子育て支援センター・ 

発達支援センター「くるみ」・くらしサポートセンター・障がい者相談支援事業所等）  

５ 民生委員・児童委員 

６ 福祉推進委員 

７ ボランティア 

８ 各種福祉事業所（介護サービス、子育て支援サービス、障がい福祉サービス等） 

９ 近所・知り合い 

10 市報かいづ 

11 社協だより「ぬくもり」 

12 市ホームページ 

13 市ＳＮＳ（メール配信、LINE、Facebook、Instagram、YouTube） 

14 区・自治会の回覧板 

15 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ 

16 インターネット 

17 情報の入手方法がわからない 

18 その他（具体的に                                               ） 
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問 23 あなたの生活のしづらさを解消する方法として、どのような地域社会であればいいと

思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 地域福祉を進めるにあたって、地域の課題を解決する方法についてあなたのお考

えに最も近いものはどれですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 あなたは、成年後見制度＊1の内容について知っていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

問 26 あなたは、福祉サービス利用支援事業（日常生活自立支援事業）＊２について知っ

ていますか。（１つだけ○） 

 

 

＊１：判断能力の不十分な方 （々認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等）が

日常生活における不利益を受けないよう、本人の権利を法律的に支援する制

度です。 

＊２：判断能力の不十分な方 （々認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等）を

対象に、福祉サービス利用に関する相談や手続き等の支援を受けられる制度

です。 

 

１ 行政が取り組むべきである 

２ 地域の住民が取り組むべきである 

３ 行政と住民が協力し合い、役割を分担して取り組むべきである 

４ 行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関等と協力して取り組むべきである 

５ わからない 

６ その他（具体的に                                                ） 

１ 地域住民が互いに支え合う社会 

２ 子どもからお年寄りまで安心して生活できる社会 

３ 公共交通機関の充実した社会 

４ 住みよい環境が整った社会 

５ 高齢者や障がいのある人等支援の必要な人が安心して生活できる社会 

６ 子どもを産み育てやすい社会 

７ 税金等の負担が少ない社会 

８ 偏見や差別のない社会 

９ その他（具体的に                                                ） 

Ⅵ 権利擁護に関する制度についておたずねします。 

１ 知っている    ２ 名前を聞いたことはあるが、制度内容までは知らない    ３ 知らない 

１ 知っている    ２ 名前を聞いたことはあるが、制度内容までは知らない    ３ 知らない 
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問 27 東海地震や東南海地震などが懸念される中で、災害時における支え合いは、非常

に重要なことです。災害時における支え合いを行う上でどんなことが必要だと思い

ますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 あなたは、地震などの自然災害が間近に起きることが予想されたときは、どのよ

うな対応をしますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問 29 あなたは、もし被災したら、誰を頼りにしますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 台風や集中豪雨などで水害の恐れがあるとき、誰とどのように、どこへ避難する

か、決めていますか。（１つだけ○） 

 

 

  

Ⅶ 地域の防災に関して、おたずねします。 

１ 日頃からのあいさつ、声かけや付き合い 

２ 地域の高齢者や障がい者などの避難行動要支援者の把握 

３ 地域の高齢者や障がい者などの避難行動要支援者に対する情報伝達体制の構築 

４ 地域における援助体制の構築 

５ 災害ボランティアの育成 

６ 日頃の避難訓練 

７ その他（                                                     ） 

１ 家族で話合いをし、自力による対策を練る ４ 自主防災組織（区長・自治会長など）の指示を待つ 

２ 隣近所で話合いをし、支え合いのルールを作る ５ 特に何もしない 

３ 市の広報無線の指示を待つ   ６ その他（                    ） 

１ 同居の家族     ７ 行政（市役所など） 

２ 別居の家族・親戚    ８ 社会福祉協議会 

３ 近所の人     ９ ケアマネジャー 

４ 友人・知人     10 ＮＰＯ法人 

５ 自主防災組織（区長・自治会長など）  11 その他（                    ） 

６ 民生委員・児童委員 

１ 決めている                        ２ 決めていない 



100 

問 31 あなたは、災害などの緊急時に、自力で避難できない高齢者や障がい者など自力

で避難できない方がいた場合、どう対応しますか。現時点のお考えとしてお答えく

ださい。                          （１つだけ○） 

１ 自発的に手助けする、手助けしてもいい ４ 手助けできない、手助けしない 

２ 町内会から要請があれば、手助けする ５ わからない 

３ 行政から要請があれば、手助けする  

 

問 32 あなたは、避難行動要支援者制度＊を知っていますか。（１つだけ○） 

 

 

＊：高齢者や障がい者など、災害による避難等に特に支援を要する方（避難行動要

支援者）を予め名簿に登録し、この名簿使用に同意いただいた方については、

平常時から避難支援等関係者へ名簿を提供し、災害時の速やかな避難誘導支援

や安否確認、地域での日頃の見守り活動等に利用する制度です。 

 

 

 

問 33 あなたは、犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。（１つだけ○） 
 
 

 

 

 

 

 

 

【問 33で「１」「２」と回答した方におたずねします。】 

問 33－１ どのような協力をしたいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 福祉のまちづくり等に関して、おたずねします。 

１ 知っている    ２ 名前を聞いたことはあるが、制度内容までは知らない    ３ 知らない 

１ 思う  

２ どちらかといえば思う 

３ どちらかといえば思わない 

４ 思わない 

５ わからない 

問３３－１へ 

問３３－２へ 

１ 犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする 

２ 協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯罪をした人を雇用する 

３ 更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人たちに対して、一定期間、宿泊場所

や食事を提供する民間の施設）にお金や品物などを寄付する 

４ 再犯防止に関するボランティア活動に参加する 

５ 広報・啓発活動に参加する 

６ インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する 

７ その他（                                                     ） 
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【問 33で「３」「４」と回答した方におたずねします。】 

問 33－２ 協力したいと思わない理由を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 海津市は、福祉の面から見て住みやすいまちだと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問 35 あなたは、お住まいの地域に愛着をお持ちですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

  

１ 住みやすいまちだと思う   ４ 住みにくいまちだと思う 

２ まあ住みやすいまちだと思う  ５ わからない 

３ やや住みにくいまちだと思う   

１ 自分や家族の身に何か起きないか不安だから 

２ 犯罪をした人と、かかわりを持ちたくないから 

３ 犯罪をした人と、どのように接すればよいかわからないから 

４ 自分自身にメリットがないから 

５ 具体的なイメージがわかないから 

６ 時間的余裕がないから 

７ 興味がないから 

８ 犯罪をした人への支援などは国や地方公共団体が行うべきだから 

９ 犯罪をした人に支援などするべきではないから 

10 その他（                                                     ） 

１ とても愛着がある   ３ あまり愛着がない 

２ ある程度愛着がある   ４ まったく愛着がない 
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問 36 海津市の福祉に関する施策として、現在、次のうちどれが充実しているとお考え

ですか。また、今後、海津市が取り組む福祉に関する施策として、次のうちどれを

優先して充実させるべきだと思いますか。（○は現在・今後各５つまで） 

項目 現在 今後 

① ボランティア等の地域活動参加の促進や支援、拠点の整備 １ １ 

② 住民が共に支え合う仕組みづくりへの支援（住民同士や行政との協力・連絡等支え合う組織） ２ ２ 

③ 地域の住民が気軽に立ち寄れる自由な交流の場の設定 ３ ３ 

④ 地域における福祉や保健に関する活動の中心となる人材の育成 ４ ４ 

⑤ 社会福祉活動への理解や関心を高め、参加を促すための福祉教育の充実 ５ ５ 

⑥ 保健福祉に関する情報提供や案内の充実 ６ ６ 

⑦ 健康増進・維持のための相談や訪問指導等サービスの充実 ７ ７ 

⑧ 健康診査・がん検診等の保健医療サービスの充実 ８ ８ 

⑨ 高齢者、障がいのある人、児童の福祉施設の整備 ９ ９ 

⑩ 高齢者や障がいのある人が、在宅生活を続けられるサービスの充実 10 10 

⑪ 高齢者や障がいのある人等の避難行動要支援者に対する支援の充実 11 11 

⑫ 通院や外出等の送迎サービス 12 12 

⑬ 公共の場（道路、病院、公共施設、公共交通機関等）のバリアフリー化 13 13 

⑭ 身近なところでの相談窓口の充実 14 14 

⑮ サービス利用者等を保護する権利擁護や苦情対応等の取り組み 15 15 

⑯ 生活困窮者に対する専門的な相談支援の充実 16 16 

⑰ その他（具体的に                                     ） 17 17 

 

○地域や家族のあり方が昔とは異なることにより、新たに起きていると思う地域の問題が

あれば、お書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

貴重なご意見は、市ホームページにて公表（匿名）させていただきます。 
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２ 関係団体アンケート調査 

（１）調査の目的 

本調査は、令和５年度～令和９年度を期間とする「海津市地域福祉推進計画」策定の基礎資料とし

て、本市の地域福祉を取り巻く現状や課題を把握することを目的に令和３年10月に実施したもので

す。 

 

（２）調査対象・配付・回収等 

調査対象 

市内で活動実績のある関係団体 

 【関係団体の分野等】 

 ・子ども及び若者支援   ・子育て家庭支援   ・教育 

 ・高齢者支援     ・障がい者支援     ・地域福祉、見守り活動 

 ・貧困支援       ・防災             ・多文化共生 

 ・人権擁護       ・再犯防止 

 ・地区社会福祉協議会   ・ふれあいいきいきサロン 

調査数 62票 

有効回収数・率 42票（67.7％） 

 

（３）留意点 

⚫ 掲載しているご意見については、原文を尊重しつつ、誤字・脱字の校正や用例の統一を行ってい

ます。 
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（４）調査結果 

問１ 貴団体について 

⚫ 回答いただいた団体の活動地域は「市全体」が17団体と最も多くなっています。 

地区 回答数 

１ 高須 5 

２ 吉里 2 

３ 東江 1 

４ 大江 2 

５ 西江 2 

６ 今尾 5 

７ 海西 5 

８ 下多度 2 

９ 城山 5 

10 石津 2 

11 市全域 17 

 

⚫ ８団体が「活動を拡充する予定がある」、３団体が「活動を縮小・休止する予定がある」と回答して

います。 

地区 回答数 

１ 活動を拡充する予定が

ある 
8 

２ 現状維持 28 

３ 活動を縮小・休止する

予定がある 
3 

４ わからない 2 

 

 

活動を拡充する予定がある団体の具体的方向性 

⚫ 外部の方と多く交流する。勉強会を行う。 

⚫ 生活支援活動の確立と推進。地域の課題及び現状の把握。実施要項の策定作業。 

⚫ 犯罪予防活動、再犯防止活動。 

⚫ 拡充できる場所、支援等が整えば拡充する。 

 

活動を縮小・休止する予定がある団体の理由 

⚫ 子どもの減少による。 

⚫ 小学校の統合による活動の見直し等。 

⚫ コロナ禍で全く活動ができず再検討の段階。小規模からでも立直ししたい、新しい

方向性も含め。 
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問２ 日頃の活動の中で、地域や家族のあり方が昔とは異なることにより、新たに起きて

いると思う地域の問題があれば、ご記入ください。 

 

⚫ 以下、代表的なご意見を掲載しています。 

１ 多様性・世代格差に関する問題・・・４件 

⚫ 地域や家族の中で、世代によって考え方に違いがあると思われる。家族だけで話し

合うだけでなく、他人を交えての話し合いを持つとよいと思う。 

⚫ 以前より改善されたとは思うものの、外国人に対する偏見は少なからず存在する。

行政にも異文化共生のためのいろいろな試みを積極的に推進していただきたい。 

 

２ 家族の関係性の変化に関する問題・・・10 件 

⚫ 少子化により子どもの数が減ってきている。現在一番気になっていることは低学年

の児童が２人または３人で下校している姿である。子どもの数が減ってきているの

でしかたがないことだと思うが、そこにおとなが寄り添うことで安心して下校でき

るようにしたいといった思いがある。保護者が責任を持ち寄り添うことができると

いいのだが、現実は両親ともに働きにでている家庭が多く、下校の時間に寄り添う

ことが難しい。 

⚫ ①８０５０問題をはじめ、児童虐待等あらゆる課題を持った家庭が増加している

が、当事者からの訴えがないために潜在化し支援の対象となっていないケースが増

加しているのではないかと思われる。②地域住民の高齢化、世帯数及び人数の減少

に加え、定年年齢の引き上げや共働き世帯が増えているため、地域等での役を担う

人が減少している。 

⚫ 親子関係が親のいうことが絶対と考えられていたのが最近は子ども夫婦が中心とな

り、親子の意見のくい違いが見受けられる。同居していても、食事等の生計が別と

なり、孫と親の関係に変化している。急に子ども夫婦が転出することも見受けられ

るようになってきている 

⚫ 昔は家族（家）全体で決めていたことが個人の考えが重要視される時代になってい

る。それ自体は悪いことではない。 

⚫ 二世代・三世代、同居家族の中でも、一世代同様の形体が多い。意志疎通がうまく

行かない家族が多い。 
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３ 地域の関係性の希薄化に関する問題・・・11 件 

⚫ 役員の成り手がない。新規加入者の減少。活動のマンネリ化。地域貢献意識が低

い。会員の高齢化。 

⚫ 地域住民同士の希薄化。隣人同士・家庭内においてもお互いに話し合う機会がほと

んどなく、集まりを計画してもなかなか人があつまらない。（結婚式・葬式等にお

いてもほとんど身内のみで行ってしまう）。 

⚫ 地域のつながりが、「絆」の時代と言われながら、希薄化しつつある。防災意識が

低い。高齢世帯およびその予備軍が殆んどで、移動手段を持てない家庭が増えつつ

ある。 

⚫ 独居の方が増え、その方との連絡がなかなかとれずにいる。子どもにあいさつをか

けるが、返ってくることが少ない。地区行事への参加意識の低下。 

 

４ 情報化社会に関する問題・・・２件 

⚫ 補導員の活動は青少年の犯罪防止・抑制活動を主として一ヶ月に数回のパトロール

をしています。警察署との連携により危険か所やコンビニ等で声かけ等を行いま

す。昔と今との比較では、青少年は友達同士集って話すより、メールやライン等で

情報受発信しています。パトロールも電波の影に隠れています。 

⚫ スマートフォンの普及により、家族が離れて生活していても、いつでも、どこでも

声、顔を見ることができ、又、買い物においても必要な物は注文してすぐに購入す

ることができ、ますます個々での生活がしやすくなった。地域においても何か必要

なことがあれば参加するが率先して参加することはなくなった。このことが問題で

あるとは思わないが、ただ人に対し関心（関係者以外の人）を持つことが少なくな

ったのではないか。 

 

５ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する問題・・・７件 

⚫ まだ、活動開始できていないが、事務所がある地域ではコロナ禍の事もあり、全て

の行事がないため、それぞれが孤立化していて、交流がまったくない。近隣の状況

さえも全くわからない。 

⚫ コロナの影響で、家庭で過ごす時間が（未就園児）多いと思うので、なんでも相談

できる相手や居場所が必要である。例えば、市報の子育て支援センター各施設の開

所日カレンダーの復活（認知していない方や、年代によってはＱＲコードでは難し

い）や、子育てをするのは母親だけではないことを、未だに浸透していないと思う

事例があるのでご家族の方にも理解してもらえるように、父親にも参加してもらえ

る活動内容や、場が増えるとよい。 

⚫ 色々な活動が中止でないため、サロンのみなさんは、子どもたちとの交わりもなく

家に閉じこもるなどから、食べること、歩くことなど低下してきていると感じまし

た。 
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問３ 今後、貴団体の活動を継続していくためには、どのような支援が必要とお考えです

か。具体的な課題や支援が必要と思われることがあればご記入ください。 

⚫ 以下、代表的なご意見を掲載しています。 

１ 普及・啓発・情報発信などに関する支援・・・６件 

⚫ 民生委員・児童委員の認知度が低いため、機会あるごとに（自治会長会・学校関係

等）市の行事として啓発活動を行ってほしい。例えば、市長とか有名人・各学校等

では児童が一日民生委員として地域への友愛訪問などの実施（新聞とか市報で報道

してもらえればＰ．Ｒになる。 

⚫ 今年の６月から始めたばかりで当初市内の小中学校には、子どもの居場所つくりで

“こんたん家”の案内を出しましたが、周知されにくく利用者が少ないです。広くお

知らせができるように毎月の広報でも案内してもらえたらと思います。 

⚫ 団体として弱者の見守りはしていくことは可能であるが、市、市社協より別のとこ

ろで生活している家族に対し、高齢者があなたのご両親が今、こんなことで困って

いるとか、もっと、家族に積極的にかかわっていただきたい。それをアピールして

ほしい。 

 

２ 地域における人材の育成・確保に関する支援・・・９件 

⚫ いろいろなジャンルの講師（ボランティア、もしくは謝礼など市が負担）が派遣さ

れるようなシステム。 

⚫ 団体の役員及び運営にかかわる人材確保が難しい。福祉にかかわるボランティアに

対するインセンティブが必要。 

⚫ 各施設のスタッフのモチベーションが保たれるように、必要な研修をしたり横のつ

ながり（関係機関）をつくっていくこと。 

⚫ 拠点となる事務所が求められる。活動に取り組む人を確保し、持続的、継続的に活

動していくことが必要である。最小限のものがそろった事務所が早急に実現してい

くことが期待される。一方では活動に従事する人が特定の人々に偏っていくことも

問題である。 

 

３ 交流の機会・場への支援・・・６件 

⚫ ひきこもりの当事者やご家族が身近な地域において継続的に相談できるために、ま

た当事者やご家族同士が悩みを共有し、つらさを吐き出すことができるために、安

心して話せる支援者と出会い過ごすことができる“居場所”があるとよいと思われま

す。ひいては、それが当事者やご家族の孤立を防ぐことにつながると思われます。 

⚫ 私共サロンは、色々な面で恵まれておりますが、サロンのない地域の方々が何かに

参加できるようにその場所まで出向ける方法を考えられないでしょうか。コロナ禍

でサロンが減少して出掛ける楽しみがなくなった方もおられると思います。老後を

少しでも元気で楽しく過ごせるよう願いします。 

⚫ 市のバスで２～３時間の外出、市内社会見学・外食・買い物など出来ればと思いま

す。 
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４ 相談体制や連携強化に向けた支援・・・３件 

⚫ 困り感をもっている子や親の悩みをきいてあげられる機関がすぐに対応できる体制

を整えてほしい。（ｅｘ）小１プロブレムがあるから支援先を５才児の時に利用し

ていた「くるみ」・「みらい」と小の通級を併用できる、とか。保へ「くるみ」

「みらい」が来園し、毎週支援をするとか。支援の在り方を考慮していくと相談し

やすさ利用しやすさも増すのではないか。人口減少・流出が止まらないので、魅力

の発信とアイディアが必要な気がします。 

⚫ ①福祉推進委員の負担（特に心理負担）を軽減すること。心配なことなどがあった

場合などに、すぐに相談ができ、福祉推進委員を地域住民も含めた関係機関でバッ

クアップする体制づくりや体制の強化が必要だと考える。②福祉推進委員同士の連

携を強化し、情報共有の場の確保が必要。 

 

５ 経済的支援・・・７件 

⚫ 補助金の増額。行事数が減少している。個人負担金が高いと参加者が少ない。 

⚫ 現在のような会場の無料の使用、そして若干の資金（運営のため）、広報などの提

供をしていただきたく思います。 

⚫ 活動のための場所の提供をしていただき感謝しています。対象が外国人であるた

め、会費は極力少なくしているため、ボランティアのもち出しも少なからずある。

今後このような活動は一層必要になることは必然である。金銭的な補助も含めた行

政側の援助が得られるなら活動に一層はずみが出るだろう。 

⚫ 担い手、活動内容には、まだまだ可能性を感じます。しかし活動していくためには

財源が必要です。現在は会費、協賛金、毎年申請して（審査があります）いただく

助成金で運営していますがぎりぎりの状態です。活動資金確保の方法が課題です。 

 

６ その他・・・５件 

⚫ 団体の継続は、国が人権擁護委員制度をやめないかぎり続くものと考えます。た

だ、人権擁護委員法による人権擁護委員の職務と現実のギャップ、また委員個人の

能力が国の考えているものと乖離があるのではないかと思う。 
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問４ 最後に、地域の福祉をよりよくしていくために、海津市、海津市社会福祉協議会へ

のご要望などがありましたら、自由にご記入ください。 

⚫ 以下、代表的なご意見を掲載しています。 

１ 普及・啓発活動や情報発信に関するご要望・・・３件 

⚫ 自治会長や民生児童委員からの高齢者情報の提供。イベント、サロン等への呼び掛

け。 

⚫ 会員拡大に協力いただければありがたいです。 

 

２ 地域における人材の育成・確保に関するご要望・・・４件 

⚫ 人権を尊重する立場が、社会福祉の原点であるという考えのもと、他の部局とも連

携し、福祉関係団体、施設などへの人権教育の充実をしてもらいたい。 

⚫ 子ども（特に長男）たちが別居する家庭が多くなり高齢者（ひとり暮らし・高齢者

のみ）の世帯が増えているため、民生委員の巡回訪問では、対応に限界があるの

で、訪問型ホームヘルパーの増員（無料）ができれば。 

⚫ 同じ人がいくつも役を担うことが多いので、そういったことは避けて多くの人にか

かわりを持ってもらうようにして欲しい。 

 

３ 交流の機会・場へのご要望・・・５件 

⚫ 他の団体との連携を深めるために、代表者２～３名交流会を定期的（年に２～３

回）に行ってはどうか。 

⚫ 高齢者の社会参加活動促進のため、健康教室・専門知識学習の場の提供。 

⚫ できれば何かイベントとかスポーツとか外国人と交流を持てる場をつくってもらえ

ないでしょうか。私達はボランティアですので何か施設を借りるのでも、お金があ

りません。ボランティア同士の交流でも結構です。以前、七夕会で盆踊りを教えて

いただきましたが、生徒達も教えて下さった方もとても喜んでいただきました。そ

ういった小さな交流でも続けていけたら、少しずつ外国人もこの地域に根付いてい

けるように思います。すみません、乱筆、乱文お許し下さい。 
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４ 移送サービス等に関するご要望・・・５件 

⚫ 地区社協頼みの高齢者送迎サービスには、限界がある（ボランティア不足）。安

心、安全が確保できる方法による送迎サービスを要望する。 

⚫ デマンドバスの潜在需要を満たすため、車両の追加配備とか、介護施設の送迎車輌

の活用が必要。マイクロバス等を利用して、地域別に週１～２回の買物ツアーの実

施（移動手段がなく困っている人の大半は、通院と買物）。 

⚫ 移送サービスについて、ボランティアにたよるのではなく、公助で考えていただき

たい。税金をあげてでも、運賃をあげてでも足の確保をしていただきたい。自力で

動ける方は乗り物を利用し自分で買い物や医者へ行くことができる、と思います。

今後ボランティアの年齢も高齢の方が多くなり、人の命を預けることはとても心配

です。 

 

５ その他・・・18 件 

⚫ 地区社協のあり方がまだよくわからない。地域全体をとらえて、活動されてるとこ

ろとそれぞれのところで同じでなくてもよいのですが、地域全体全ての人が参加・

協力できるような活動に。 

⚫ 別のサロンでは、活動場所で使用料がいると聞いたことがありますが、無料にはで

きないのでしょうか。近くで小さなバザーをするとか。脳トレのプリントを配布し

て頂いたり、便利グッズの紹介。色々書きましたが、社協の方々にはいつも大変お

世話になり感謝致しております。今後共宜しくお願い致します。 

⚫ 現在の困り事、５～１０年後の困り事を市民から世代別にアンケートをして、政策

に取り入れていく。政策の見直し、本当に市民のための政策になっているか。地域

市民の協力ボランティアがやり易くなるための支援。先を見た福祉政策を住民地域

行政社協で。同時に取り組む統一性が必要。 
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（５）調査票 

問１ 貴団体について、(1)から(3)にお答えください。 

(１)貴団体の名称 
 

(２)貴団体の活動範囲 

（あてはまる地区すべ

てに〇） 

１ 高須 ４ 大江 ７ 海西 10 石津 

２ 吉里 ５ 西江 ８ 下多度 11 市全域 

３ 東江 ６ 今尾 ９ 城山  

※地区がご不明の場合は、「地区一覧」をご参照ください。 

(３)今後の活動予定 

（今後５年間程度の 

方向性をお答えくださ

い） 

１ 活動を拡充する予定がある 

  （具体的に                                   ） 

２ 現状維持 

３ 活動を縮小・休止する予定がある 

  （理由                                      ） 

４ わからない 

 

地区一覧 

海津地区 

高須 吉里 東江 大江 西江 

福岡、高須、西小

島、東小島、萱野、

内記、札野、馬目、

平原、高須町、稲山

(柳港)、深浜、五町 

松木、瀬古、神桐、

成戸、福一色、田

中、鹿野 

秋江、草場、大和

田、駒ヶ江、長瀬、

日原、立野、長久保 

石亀、森下、外浜、

古中島、福江、金

廻、油島 

稲山(梶屋)、本阿弥

新田、宮地、安田新

田、安田、帆引新

田、七右エ門新田、

万寿新田、沼新田、

江東 

平田地区 南濃地区 

今尾 海西 下多度 城山 石津 

今尾(四ッ谷を含

む)、土倉、脇野、西

島、高田、三郷、仏

師川 

蛇池、者結、幡長、

野寺、岡、須賀、勝

賀 

津屋、志津新田、志

津 

戸田、徳田、庭田、

駒野、駒野新田、奥

条、羽沢、上野河

戸、山崎、早瀬、安

江(山崎さくらヶ丘) 

安江(山崎さくらヶ丘

を除く)、太田、吉

田、松山、境、田鶴 
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問２ 日頃の活動の中で、地域や家族のあり方が昔とは異なることにより、新たに起きていると

思う地域の問題があれば、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 今後、貴団体の活動を継続していくためには、どのような支援が必要とお考えですか。具

体的な課題や支援が必要と思われることがあればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 最後に、地域の福祉をよりよくしていくために、海津市、海津市社会福祉協議会へ

のご要望などがありましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 
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